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涙の先には新拒な出会いが

3月 16日、羽犬塚中学校であつた「卒

業式」。式典後、教室に戻つた卒業生

たちは、友達や先生産ちと周」れを1昔 し

みました。

(内容は 15ページに紹介 )

あも`な内容

●特集0平成 13年度のまちづくり
(P,2-5)

0平成13年度市の組織機構 (P,6～ 7)

o3月 市議会 (定例会) (P.8～ 9)
0市立肩院モニター募集   (P,9)

|
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市の本 :ク スノキ   市の花 :サザンカ



前
年
度
を
２５
億
７
、
２
３
４
万
円

（３

・
ｌ
ｒ
）
上
回
る
３
４
２
億
６
、
フ

９
１
万
円
を
総
額
と
す
る

「
平
成
・３
年
度
当
初
予
算
」
が
、
３
月
市
議
会

（定

例
会
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

も

今
年
度
の

一
般
会
計
予
算
は
１
５
４
億
５
、
部
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

※
②

５

ｏ
２
ｒ
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
や
企
業
会
計
で
も
、
６
会
計
が
前

年
度
比
増
に
な

っ
て
い
ま
す
ゃ

ソ
フ
ト
事
業
に
重
点
を
置
い
た
当
初
予
算
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す

が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
市
民
生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
、
「第
二
次
気
後
市
総
合
計
画
』
で
定
め
た
”
豊
か
さ
実
感

彩
り
あ
ふ
れ
る
市
民
都
市
づ
く
り
“
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

を
５
年

『第
二
次
筑
後
市
総
合
計
画
』

の
シ

ン
ボ
ル
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

の
ひ
と

つ

「市

民

の
森
公
園
」

（仮
称
）

の
整
備
を
始

め
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
西
側

の
、
山

の
井
川
と
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

に
接
す
る

約
３
万
平
方
房

の
用
地
を
、
平
成
１７
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
整
備
し
ま
す
。

山
ノ
井
川
河
畔

シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
や

山
ノ
井
川
親
水
公
園
と

一
体
と
な

っ
た

公
園
づ
く
り
を
進
め
、
市
中
心
部

の
経

の
拠
点
を
築

い
て
い
き
ま
す
。理

機
購

が
た
ち
ま
し
た
。
市
民

一
人
ひ
と
り
の

協
力

で
ご
み
の
滅
量
化

。
再
資
源
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ウ」
れ
を
さ
ら
に
進
め
、

ご
み
処
理
費
用
を
少
し
で
も
減
ら
し
て

い
く
た
め
、
新
た

に
電
動
生

ご
み
処
理

機
モ
ニ
タ
ー
制
度
も
含
め
、
購
入
費
用

の

一
部
を
助
成

す

る
事

業
を
始

め
ま

す
。
　

　

　

　

　

・

高
齢
者
が
ひ
と
り
で
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
支
援
体
制

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ

と
し
て
今
年
度
、
ひ
と
，
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
に
設
置
し
て
い
る

「緊
急
通
報

装
置
」
を
、
新
型
装
置
と
取
り
換
え
ま

す
。
そ
し
て
緊
急
連
絡
に
は
２４
時
間
体

制
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

子
育

ン
タ

ー

を
建
設

保
育
所
が
も

つ
子
育

て
に
つ
い
て
の

知
識
や
技
術
を
、
市
内
全
域

に
提
供
し

て
い
こ
う
と

「地
域
子
育

て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
建
設
し
ま
す
。
市
役
所
南
側

の
駐
車
場

の

一
角

に
建
物
を

つ
く
り
、

保
育
士
が
育
児

に
つ
い
て
の
相
談

に
応

じ
た
り
、
活
動

の
場
と
し
て
子
育

て
サ

ー
ク

ル
に
利
用
し
て
も
ら

っ
た
り
し
て

い
き
ま
す
。
子
育

て
支
援

の
取
り
組

み

は
、
セ
ン
タ
ー
建
設

に
先
立
ち
筑
後
保

育
所

で
始
め
て
い
ま
す
。

し 緊
24急

―
 を
更
新

脚
闘
轍
車
狂
煽
大 ん
一４
つ

市
内
各
地

に
あ

る
農
業
用
排
水
路

に

(2)



都市基盤の整備

主な事業と予算額

日道路交通体系
・野町・八女インター線改良

囲市街地整備
・羽犬塚駅西側広場新設

団廃棄物処理
・家庭用電動生ごみ処理機購入助成
・分別収集事業行政区奨励金

団住宅
・公営住宅 (本松団地)改善
回公園緑地
・市民の森公園整備

日農業
・農業用幹線用排水路しゅんせつ事業補助

回工業・商業・サービス業
・中小企業融資金ら,うせん
。筑後市地域振興抽選券配布事業

日観光
・船小屋鉱泉源公園改修

団雇用促進と動労者福祉
・労働者福祉対策貸付金

回社会福祉
・高齢者緊急通報体制整備
・地域子育て支援センター建設
・介護予防・生活支援事業
・保育料の軽減

日生涯学習社会
・ IT(情報通信技術)講習会
団学校教育
。松原小学校運動施設等整備
。小学校パソコン設備整備
・総合的な学習の時間推進 (小 。中学校)

国市民文化
・ジュニア美術展

団情報の処理と管理
・住民基本台帳ネットワーク整備

(単位 :万 円)

2億4,955

3億 1,634

150
400

2,670

2億2,677

2,000

3億5,000
800

300

1,500

910
1,707
811
5,500

1,660

4,331
4,460
480

35

556

生活環境の向上

産業振興

保健・福祉 。医療の充実

教育 。文化の振興

市民社会の形成

▲今年度着手する市民の森公園整備予定地。右端は

特集0平成13年度のまちづくり

J

)

は
、
大
量

の
土
砂
が
堆
積
し
て
生
活
環

境

に
も
悪
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

こ

の
こ
と
か
ら
、
用
排
水
路

の
上
砂
引
き

上
げ
補
助
対
象
を

「集
落
内
用
排
水
路
」

に
ま

で
広
げ
ま
す
。
た
だ
し
、
引
き
上

げ
た
土
砂
は
そ
れ
ぞ
れ

の
集
落
な
ど

で

処
理
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

抑

制

措

聾

薔

『

区

に

下

平
成
１６
年
度
末

の

一
部
使
用
開
始

に

向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
る

「市
公
共

下
水
道
事
業
」
。
今
年
度
は
水

田

・
和

泉
地
区

に
６
、
６
０
０
房

の
下
水
管
を

埋
め
る
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

県
が
実
施
し
て
い
る

「矢
部
川
流
域

下
水
道
事
業
」

で
は
、
下
水
処
理
場
建

設

工
事

に
着
手
、
黒
木
町
、
広
川
町
、

瀬
高
町
方
面
か
ら

の
幹
線
と
な
る
下
水

管
が
埋
め
ら
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま

す
。

じ

゛

国
が
進
め
る
Ｉ
Ｔ

（情
報
通
信
技
術
）

の
普
及
推
進

の
取
り
組
み
と
し
て
、
パ

ソ

コ
ン
や
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど

の
基

礎
知
識

・
操
作
を
学
ぶ

「Ｉ
Ｔ
講
習
会
」

を
開
き
ま
す
。
約
２
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人

の
成

人
を
対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
全
小
学

校

に
パ
ソ

コ
ン
を
追
加
配
置
し
て
、
常

時
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

に
接
続

で
き
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

市
役
所

で
は
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
本
体

の
入
れ
替
え
や
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続

の
た
め

の
機
器
整
備
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

噺鞘難聾Ｍηどで
Ｉ

(3)



その他 (24%)

消費税交付金

般会計

(80%)

回庫支出金

12億3,990

154億 5,300
(単位 |万 円 )

自主財源 市税
52億 6,080

諸収入

12億 5,785
(32%)(?あ 7%)

地方交付税
89億 7.000

歳 入
その他

16億 6,990
(108%)

繰出金

11億9,174
(77,`)

人件費
33億 9,192

補助費等

15億6,427
(101%)

154億5,300
(単位 :万 円)

扶助費
22億6.967
(14″ %)物件費

15億 7,761

公債資
20億 1,387
(130'`)

(01%)

３
年
ぶ
り
に
増
額
。
‐５５
億
円

平
成
１３
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

国

の
平
成
１３
年
度
予
算
は
、
景
気
回

復

に
軸
足
を
置
き

つ
つ
、
財
政
再
建
も

視
野

に
入
れ

て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ

の
た
め

一
般
会
計

の
総
額
は
、
前
年
度

を
２

・
７
，
下
回
る
６
年
ぶ
り

の
減
額

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

筑
後
市

の
平
成
１３
年
度

一
般
会
計
予

算
は
建
設
事
業
を
厳
選
し
、
市
民
生
活

に
直
結
し
た
ソ
フ
ト
事
業

に
重
点
配
分

し
た
結
果
、
前
年
度
よ
り
５

・
２
，
増

の
１
５
４
億
５
、
３
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

（

　
自
主
財
源
が
前

年
度
比
ｌ
ｏｌ
％

録

ア
ッ
プ

歳
入
は
、
白
主
財
源
と
依
存
財
源
か

ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
白
主
財
源

の

大
部
分
を
占
め
る
市
税
は
、
同
定
資
産

税
な
ど

の
仲

び
で
前
年
度
よ
り
４

・
１

，
増
え
ま
し
た
。
依
存
財
源
を
み
る
と

地
方
交
付
税
が
１

・
８
，
仲

び
、
市
使

は
、
前
年
度
が
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い

た
た
め
９

・
８
，
の
増
と
な

っ
て
い
ま

す
。

高
け
れ
ば
高

い
ほ
ど
市

に
財
政
力
が

あ
る
と
さ
れ
る

「＝
主
財
源
比
率
」
は

市
税

の
増
加

で
前
年
度
よ
り
１

・
１
，

上
が
り
、
４９

・
２
，
に
な
り
ま
し
た
。

よ

義
務
的
経
費
減

額
で
５。
％
を
割

諷
匹
り
込
む

財
政
用
語
ひ
と
ロ
メ
モ

市

に
入
る
お
金
や
使
う
お
金

の
こ
と

を
表
わ
す
時
、
こ
ん
な
川
話
が
使
わ
れ

ま
す
。

※
①

一
般
会
計
　
お
も
な
収
入
や
支
出

を
総
合
的

に
管
理
し
て
い
る
市

の
財
布

※
②
特
別
会
計
　
特
定

の
事
業

の
た
め

に

一
般
会
計
と
は
別

に
管
理
運
営
し
て

い
る
財
布

※
①
企
業
会
計
　
同
や
県
、
市
町
村
な

ど
が
経
営
す
る
企
業
が
独
白

に
管
理
運

営
し
て
い
る
財
布
。
筑
後
市
で
は
、
市

立
病
院
と
水
道
局
が
そ

の
財
布
を
持

っ

て
い
ま
す

※
④
自
主
財
源
　
市
税
や
諸
収
入
な
ど

市
が
白
力

で
収
入
す
る
お
金

※
⑤
依
存
財
源
　
旧
や
県
が
各
市
町
村

に
割
り
振
る
こ
と
で
収
入
す
る
お
金

※
③
地
方
交
付
税
　
各
市
町
村

の
財
政

状
況
に
応
じ
て
国
が
そ
れ
ぞ
れ

に
割
り

振
る
援
助
的
な
お
金

※
②
市
債
　
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
資
金
を
田
や
金
融
機
関
な
ど
か

ら
借
り
る
こ
と
で
収
入
す
る
お
金

※
①
自
主
財
源
比
率
　
歳
人

に
占
め
る

白
ｉ
財
源
の
割
合

の
こ
と

※
③
性
質
別
分
類
　
経
済
的
な
性
質

ご

と

に
歳
出
を
分
け
る
方
法

※
⑩
目
的
別
分
類
　
市
役
所
の
部
課

一行

政
円
的
）
ご
と

に
歳
出
を
分
け
る
方
法

※
①
義
務
的
経
費
　
支
出
が
義
務
づ
け

歳
出

の
分
類

の
仕
方

に
は
性
質
別
分

類
と
同
的
別
分
類
と

の
２

つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。
性
質
別
分
類

で
歳
出
を
み

て
い
く
と
、
義
務
的
経
費
が
前
年
度
よ

り
１

・
８
，
下
―‐ェー
リ
、
４９

・
７
，
に
な

り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
が

急
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
扶
助
資

に
予
算

を
手
厚
く
配
分

⌒７

・
４
≡‐、
増
）
し
て

い
ま
す
が
、
財
政
構
造
を
健
仝
化
す
る

た
め

に
信
人
金
を
繰
り
上
げ
返
済
し
た

り
、
市
職
員
給
与
を
抑
制
し
た
り
し
た

た
め
公
債
資
と
人
件
資
が
減
少
、
５。
，

を
割
り
込
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
は
前
年
度
よ
り
１

・
１

，
減

の
Ｈ

・
４
，
と
な
り
ま
し
た
。
筑

後
小
学
校

の
教
室
棟
増
架
事
業
が
終
了

な
ど
し
た
た
め
で
す
。
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特別会計

☆ 国民健康保険特別会計       総額 :45億 1,500万 円

一般加入者の療養給付費は前年度決算見込みより70%、 退職者
医療制度適用加入者などは5,0%増加すると見込み ました。老人保
健拠出金は、老人医療費の増加で 10.0%、 介護納付金は850/oの

増 を見込み ました。 このため総額は 4億 6、 174万 円 (H4%)
増の45億 1,500万 円とな りました。

☆ 老人保健特別会計         総額 :58億 3,341万 円

増え続ける医療費の影響で 6億 7,696万 円 (13.1%)増 の58億
3,341万 円にな りました。

☆ 介護保険特別会計         総額 :22億 244万 円

第 1号被保険者 (65歳以上の人 )を 8,884人、保険給付対象者
を 1,454人 と見込み、保険給付費を20億 7,753万 円としました。
このため総額は 2億 1,350万 円 (107%)増 の22億244万 円とな
りました。

☆ 下水道事業特別会計        総額 :H億 6,349万 円

流域 関連公共下水道事 業 は、前年度 当初予 算 よ り2億8,105万
円 (44.1%)増 の 9億 1,903万 円にな りま した。県が実施 して い
る矢部川流域下水道事業へ 支払 う負担金 は 1,017万 円 (51%)減
の 1億 9,052万 円 とな り、総額 は 2億 6,622万 円 (297%)増 の
11億 6,349万 円 とな りました。

☆ そのほかの特別会計

市営住宅敷金管理特別会計

住宅新築資金等貸付特別会計

総額 :2,357万円

総額 :7,170万円

☆ 病院事業会計 収益的収支 :37億 5,179万 円

資本的収支 :2億 5,578万 円

新病院になつて患者数が増加 していることか ら、年間の入院患

者数を延べ 7万 6,431人、外来患者数を 13万 227人 と見込み、収
益的 J叉支は育々年度 よ り5,759万 円 (1 60/O)士曽の37億 5,179万 円と

な りました。

主な建設改良事業 には、医療機器の整備費など6,407万 円を盛

り込み ました。資本的収支は、改築時の借入金の元金返済が始 ま

ったため、 1億6,525万 円 (182,50/0)増 の 2億 5,578万 円とな り
ました。

☆ 水道事業会計        収益的収支 :6億 3,583万 円
資本的収支 :3億6,190万 円

給水戸数 を前年度 よ り181戸増 の 1万 1,004戸 、年 間総給水量 を

387万 ∬ と見込 み、収 益 的収 支 は 1,695万 円 (2.7%)増 の 6億
8,583万 円 とな りました。
主 な建設改良事業 には、 古 くな つた水道 管 の更新事業 費 6,428
万 円な どを計上 、資本的収 支 は前年度 よ り4,612万 円 (H3%)
減 の 3億 6,190万 円 とな りました。

企業会計

特集,平成13年度のまちづくり
民生費

公債費

土木費

教育費

総務費

衛生費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費

労働費

災害復旧費

予備費

蜘 ,4蜘 か

蝋 黎 m2И

撃

聯 夢 細 陀 幼  
・

撃

蛛 脚 %か

撃

離 鞭 御 幼
  →

「

雌 V鰤 幼

営
4嗣Щ勤

常
4億玩∝k効

ィ
2億 1,05に4%)

ャ
3,03衣 02%)

kl,95承

01%)

3,804(o2%)

▼
目的別分類でみる歳出予算 (単位 :万円)

一
方
、
下
水
道
整
備
事
業

の
拡
大
や

介
護
保
険
事
業
な
ど

の
増
加
な
ど

で
、

一
般
会
計
か
ら
各
特
別
会
計

へ
支
出
す

る
線
出
金
が
前
年
度
よ
り
９

・
８
，
増

え
ま
し
た
。
ま
た
、
市
立
病
院
増
改
築

事
業

の
借
金
返
済
額
が
増
え
た
た
め
、

病
院
事
業
会
計

へ
の
繰
出
金

（分
類
は

補
助
費
等
）
も
前
年
度
よ
り
１
億

４
、

９
９
３
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

「第
二
次
筑
後
市
総
合
計
画
』
後
半

５
年
間

の
ス
タ
ー
ト

の
年
と
な
る
平
成

‐３
年
度
。

こ
れ
ま

で
の
問
、
事
業

の
厳

選
や
限
ら
れ
た
財
源

の
有
効
活
用
な
ど

で
財
政
構
造

の
改
善

に
取
り
組
み
な
が

ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
方
財
政
は
厳
し

い
状
況
が
続

く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら

こ

そ
今
年
度
も
、
中

・
長
期
的
視
野
を
も

っ
て
計
画
的
な
行
財
政
運
営
を
心
が
け

な
が
ら
”
輩

か
さ
実
感
　
彩
り
あ
ふ
れ

る
市
民
都
市
“
づ
く
り
を

一
歩

一
歩
前

進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ら
れ
削
減

で
き
な

い
お
金

※
⑫
扶
助
費
　
生
活
保
護
資
な
ど
、
お

も

に
福
祉
分
野
で
生
活
を
援
助
す
る
た

め
に
支
給
す
る
お
金

※
①
公
債
費
　
市
債

の
返
済
金

※
①
投
資
的
経
費
　
道
路
や
建
物
を

つ

く
る
な
ど
、
形
と
し
て
残
る
事
葉

に
使

う
お
金

⌒ひ
と
ロ
メ
モ
は
、
『広
報
ち
く

ご
」
平

成
１３
年
１
月
号

の
４
～
６
ペ
ー
ジ

に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
）

(5)



キ
ー
フ
ー
ド
は
民
主
化
。総

平
成
１３
年
度
市
の
組
織
機

地
方
分
権

へ
の
対
応
や
、
柔
軟

・
的
確
で
よ
り
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
、

患
者
な
ど

へ
提
供
し
て
い
こ
う
と
、
市
で
は
平
成
・１
年
に
策
定
し
た

『筑
後
市

行
政
改
革
大
綱
』

『筑
後
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
』
に
基
づ

い
て

「
組
織

機
構
」
を
見
直
し
ま
し
た
。

実
施
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

今
年
度

の
組
織
機
構

は
、
民
主
化
、

総
合
化
、
効
率
化

の
視
点
か
ら
見
直
し

を
し
て
い
ま
す
。

０
市
役
所

企
画
課
が
受
け
持

つ
統
計
調
査
事
務

（国
勢
調
査
、
農
林
業

セ

ン
サ

ス
、
事

業
所

・
企
業
統
計
調
査
な
ど

の
指
定
統

計
調
査

や
市
が
実
施
す
る
統
計
調
査
事

務
）
を
商
工
観
光
課

へ
移
す
と
同
時

に
、

同
課

の
企
画
係
と
広
報
統
計
係
を
統
合

し
て
、
新
た

に
企
画
広
報
係
を

つ
く
り

ま
し
た
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

を
中
心

に
女
性
行
政
を
受
け
持

つ
女
性

政
策
課

に
、
子
ど
も
行
政

の
窓

口
を
お

く

こ
と

に
し
ま
し
た
。

Ｏ
市
立
病
院

総
務
課
が
受
け
持

つ
事
務
を
再
整
備

し
、
庶
務
係
が
受
け
持

っ
て
き
た
病
院

の
基
本
計
画
策
定

や
総
合
調
整
、
電
算

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど

の
事
務
を
切
り

離
し
、

こ
れ
ら
を
受
け
持

つ
企
画
情
報

係
を
同
課
内

に
つ
く
り
ま
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

こ
の
ほ
か
、
地
籍
図

の
電
算
化
や
生

活
保
護
世
帯

の
動
向
、
下
水
道
事
業

・

ほ
場
整
備

の
推
進
、
学
校
用
務
員

の
集

中
配
置
方
式

へ
の
移
行
な
ど

の
た
め
、

関
係
部
署

の
職
員
配
置
数
も
見
直
し
、

７
人

の
職
員
減
を
実
施
し
ま
し
た
。

市

で
は
、

こ
れ
か
ら
も
社
会

の
流
れ

や
住
民

ニ
ー
ズ
、
ま
ち
づ
く
り

の
進
み

具
合
な
ど
を
チ

ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
よ

り
よ

い
組
織
機
構
を

つ
く

っ
て
い
き
ま

す
。

ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

す
。

日
問
合
せ
　
企
画
課
企
画
広
報
係

（ａ

０

４
１
１
１
内
線
１
５
１
）

へ

筑後市行政機構図

ホ
ー
ム

タ

ー

同

ス

テ

出

園 タ

ー

セ

固

(6)



■

ヽ

う

J

め

〕

)ヽ

人
事
異
動

市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

（係
長

・
主
査
以
上
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
カ
ッ
ヨ
内
は
元
の
職
場
）

☆
筑
後
市

・
同
教
育
委
員
会

圃
課
長
職

▽
人
事
課
長
Ｈ
宮
原

一
壽

（人
事
課
人

事
係
長
）
▽
市
民
課
長
Ｈ
冨
久
義
樹

（監

査
事
務
局
長
）

▽
健
康
課
長
Ｈ
徳
永
知

英
子

（健
康
課
介
護
福
祉
係
長
）

▽
老

人
ホ
ー
ム
紅
葉
園
園
長

＝
緒
方
純
子

（土
木
課
管
理
係
長
）

▽
社
会
教
育
課

長
兼
中
央
公
民
館
事
務
長
Ｈ
松
永
盛
四

郎

（人
事
課
長
）
▽
同
和
教
育
課
長
兼

同
和
対
策
室
参
事
Ｈ
馬
場
正
利

（都
市

対
策
課
開
発
公
園
係
長
）

▽
監
査
事
務

局
長
Ｈ
庄
村
國
義

（社
会
教
育
課
長
兼

中
央
公
民
館
事
務
長
）

圃
係
長
職

▽
企
画
課
企
画
広
報
係
長
Ｈ
山
口
朋
秀

（企
画
課
企
画
係
長
）

▽
人
事
課
人
事

係
長
Ｈ
般
橋
義
顕

⌒企
画
課
広
報
統
計

係
長
）

▽
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係

長
Ｈ
蓑
毛
慎

一

（福
祉
事
務
所
主
査
）

▽
健
康
課
介
護
福
祉
係
長
Ｈ
永
延
喜
男

⌒市
立
病
院
総
務
課
庶
務
係
長
）

▽
健

康
課
主
査
＝
青
木
千
栄
美

（健
康
課
）

▽
土
木
課
管
理
係
長
＝
野
田
順
二

⌒会

計
課
出
納
係
長
）
▽
都
市
対
策
課
開
発

公
園
係
長
Ｈ
富
安
伸
志

（都
市
対
策
課
）

▽
都
市
対
策
課
主
査
Ｈ
富
永
繁
喜

（農

政
課
主
査
）
▽
下
水
道
課
主
査
Ｈ
渡
辺

純

（久
留
米
市
か
ら
派
遣
）
▽
会
計
課

出
納
係
長
Ｈ
山
口
友
子

（総
務
課
）

▽

教
育
委
員
会
労
務
主
任

Ｈ
横
溝
義
文

⌒水
田
小
）

國
退
職

▽
安
徳
房
子

（市
民
課
長
）
▽
平
井
順

枝

（健
康
課
長
）
▽
榎
本
功

（老
人
ホ

ー
ム
紅
葉
園
園
長
）
▽
佐
藤
久
次

（同

和
教
育
課
長
兼
同
和
対
策
室
参
事
）
▽

久
保
美
智
子

（市
民
課
主
査
）

▽
入
部

英
子

（会
計
課
主
査
）

▽
富
久
正
隆

（教
育
委
員
会
労
務
主
任
）

▽
野
口
富

子

（教
育
委
員
会
労
務
主
任
）

★
筑
後
市
立
病
院

▽
泌
尿
器
科
医
長
Ｈ
矢
原
淳
郎

⌒医
師
）

▽
循
環
器
科
医
長
Ｈ
小
柳
毅

（医
師
）

▽
耳
鼻
咽
喉
科
医
長
職
務
代
理
Ｈ
菊
池

淳

⌒医
師
）

▽
総
務
課
企
画
情
報
係

長
Ｈ
高
松
雅
哉

（病
院
総
務
課
主
査
）

▽
総
務
課
庶
務
係
長
＝
松
竹
卓
生

（福

祉
事
務
所
生
活
福
祉
係
長
）

※
退
職

Ｈ
剣
持
邦
彦

（医
師
）
、
安
部

裕
明

（医
師
）
、
内
田
直
美

（医
師
）
、

辻
ゆ
か
り

⌒医
師
）、
菊
池
英
維

（医
師
）

去
消
防
本
部

▽
次
長
兼
総
務
課
長
Ｈ
松
藤
元

（総
務

課
長
）

▽
警
防
課
警
備
係
長
Ｈ
緒
方
員

次
郎

（警
防
課
主
査
）
▽
警
防
課
救
急

救
助
係
長
Ｈ
村
上
由
明

（予
防
課
予
防

係
長
）
▽
予
防
課
指
導
係
長
Ｈ
山
口
清

登

（警
防
課
救
急
救
助
係
長
）
▽
予
防

課
予
防
係
長
＝
井
寺
藤
彦

（警
防
課
警

備
係
長
）

▽
予
防
課
主
査
Ｈ
今
村
政
治

（予
防
課
）

※
退
職
＝
高
巣
紀
雄

（予
防
課
指
導
係

長
）

筑後市立病院機構図

工
　
　
務
　
　
係

庶
　
　
務
　
　
係

医
　
　
事
　
　
係

企

画

情

報

係 来

薬

　

剤

　

室

給
　
　
食
　
　
係

4 34 3

ン
タ

ー

中
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3月市議会 (定例会 )こ

水利地益税廃止
羽犬琢駅構内自由通路がいよいよ

３
月
の
市
議
会

（定
例
会
）
が
９
日
か
ら
２８
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は

「
平
成
・３
年
度
筑
後
市

一
般
会
計
予
算
」
の
ほ
か

「
筑
後
市

税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
「筑
後
市
農
業
用
施
設
整
備

等
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
３４
議
案
そ
の
他
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が

可
決

。
承
認

・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

１
６
万
４
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
で
す
。

水
利
地
益
税
を
廃
止

市
四
役
給
料
を
カ
ッ
ト

水
路
な
ど
水
利
用
に
つ
い
て
の
事
業

や
土
地

の
利
益

に
な
る
事
業

の
費
用
に

使

っ
て
い
る

「水
利
地
益
税
」
。

こ
れ

を
今
年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ
と

に
な
り

ま
し
た
。
水
路
利
用
形
態

の
変
化
や
休

耕
田
の
拡
大
、
土
地
改
良
事
業

に
よ
る

農
家
負
担

の
増
加
と

い
っ
た
状
況
か
ら
、

住
民
の
経
済
的
負
担
を
少
し
で
も
軽
く

し

て
い
こ
う
と
実
施
す

る
も

の
で
す
。

年
間
約
１
、
１
０
０
万
円

の
税
収
減
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

関
係
団
体
と
の
和
解
が
成
立
し
、

「市

と
畜
場
」
は
平
成
１２
年
度
で
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
１３
年
度

に

施
設
を
解
体

・
整
地
し
、
土
地
を
地
権

者

に
返
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら

「筑

後
市
と
畜
場
条
例
」
や

「筑
後
市
特
別

会
計
条
例
」
な
ど
の
関
係
条
例
を
廃
上
、

一
部
改
正
し
て
整
理
す
る
こ
と

に
し
ま

し
た
。

羽
犬
琢
駅
自
由
通
路
工

事
を
Ｊ
Ｒ
に
委
託

取
り
除
く
費
用
に
使
う
た
め

に
積
み
立
　
◆
▼

て
て
い
る
市
農
業
用
水
路
維
持
管
理
等

基
金
と
、
花
宗
用
水

に
か
か
る
水
利
地

益
税

の
軽
減

の
た
め
に
積
み
立

て
て
い

る
市
花
宗
用
水
水
利
地
益
税
軽
減
基
金

を
整
理
し
、
新
た

に

「筑
後
市
農
業
用

施
設
整
備
等
基
金
」
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
基
金
は
、
農
道

や
水
路
な
ど

の
整
備

・
維
持
管
理
の
費

用
に
使

っ
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
を
増
額
補
正

８
億

８
、
６
５
７
万
円
を
増
額

し
、

平
成

１２
年
度

の

一
般
会
計

の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
１
５
８
億
８
、
５
８
３
万

６
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
予
算

の
お
も
な
も

の
は
次

の
と

お
り
で
す
。

●
納
税
組
合
補
助
金

（平
成
１２
年
度
後

期
分
）
交
付

の
た
め

に
１
、
３
０
３
万

３
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

０
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

（５

人
槽

５。
基
分
、

７
人
槽

１
０
０
基
分
）

交
付

の
た
め
に
４
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円

０
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
購
入

（市
消
防

団

の
第

５
分
団
と
第
６
分
団

に
配
置
）

の
た
め

に
２
、
８
６
５
万
９
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

円Ｏ
市

の
財
政
運
営
安
定
化

の
た
め

に
積

み
立

て
て
い
る
財
政
調
整
基
金

へ
３
億

５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円

羽
犬
塚
駅
西
側
広
場

（仮
称

＝
さ
ざ

ん
か
広
場
）
新
設
事
業

の

一
環

で
実
施

す
る

「鹿
児
島
本
線
羽
犬
塚
駅
構
内
自

由
通
路
新
設
工
事
」
を
九
州
旅
客
鉄
道

株
式
会
社

に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
委
託
期
間
は
平
成
１５
年
３
月
３．

日
ま

で
で
、
委
託
金
額
は
３
億
４
、
Ｏ

今
年
度
も
市
長
の
給
料
を
‐。
７
、
助

役

・
収
入
役

・
教
育
長
の
給
料
を
５
訂

削
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
平
成
Ｈ
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
と
畜
場
を
廃
止

農
業
用
施
設
整
備
等
基

金
を
新
設

農
業
用
水
路
の
堆
積
上
砂
や
雑
草
を

地
域
を
つ
く
る

く
り

熊
離
人
材
育
成
事
業

市

で
は
、
み
な
さ
ん
が
取
り
組
む
地

域
づ
く
り
活
動

で
必
要
な
、
調
査
研
究

費
用

の

一
部
を
助
成
す
る

「ふ
る
さ
と

創
生
人
材
育
成
事
業
」

の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
対
象
　
地
域
活
性
化

の
た
め

に
将
来

に
わ
た

っ
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待

で
き
る
次

の
人

（団
体
）

▽
市
内

に
住
ん
で
い
る
人

▽
市
内

に
勤

め

て
い
る
人

▽
市
内

で
活
動
し
て
い
る

団
体

※
過
去

に
同
事
業
を
利
用
し
た
人

（団

体
）
は
除
き
ま
す

囲
調
査
研
究
内
容
　
次

の
要
件
を
す

べ

て
満
た
す
も
の

▽
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し

い
テ
ー

マ
の
も

の
▽

一
定
期
間
継
続
さ

れ
る
も

の

（期
限
は
来
年
３
月
末
）

▽

結
果

（成
果
）
報
告
が
で
き
る
も

の

団
助
成
内
容
　
自
己
負
担
す
る
次

の
費

用▽
調
査
研
究
な
ど

に
か
か
る
経
費

▽
受

講
料

（参
加
費
）
や
資
料
代

▽
宿
泊
費

（食
費
込
み
で
１
泊
１
万
１
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

円
が
限
度
）

▽
交
通
費

（同

一
市
区
町

村
内

の
移
動
費
や
私
鉄

。
地
下
鉄

・
レ

ン
タ
カ
ー
費
用
は
除
く
）

日
助
成
額

　
▽
経
費

の
合
計
が
１５
万
円

(3)



●
市

の
借
金
返
済
が
与
え
る
財
政
運
営

へ
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う
と
積
み
立
て

て
い
る
減
債
基
金

に
１
億
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

万
円

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

本
村
氏

・
福
島
氏
選
任

３
月
３‐
日
で
任
期
が
満
了
し
た
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

。
本
村
明

彦
氏

（徳
久
、
６６
歳
）
の
後
任

に
引
き

続
き
同
氏
を
、
５
月
１。
日
で
任
期
が
満

了
す
る
同
委
員

・
瀬
戸
博
之
氏

の
後
任

に
福
島
キ
ミ
子
氏

（上
町

・
６。
歳
）
を

選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
を
得
ま

し
た
。
同
委
員
会
は
、
市
が

つ
く
る
国

定
資
産
課
税
台
帳

の
内
容

に
不
服
が
あ

る
場
合

に
、
そ
れ
を
審
査
し
て
適
切
な

判
断
を
す
る
た
め

に
設
置
す
る
機
関

で

す
。
本
村
氏

の
任
期
は
平
成
１６
年
３
月

３‐
日
ま

で
の
、
福
島
氏
は
平
成
１６
年
５

月
１。
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

１
０
０
条
委
員
会
が
最

終
報
告

昨
年
１２
月
市
議
会

で
設
置
さ
れ
た
地

方
自
治
法
１
０
０
条

に
基
づ
く

「筑
後

市
衛
生
セ
ン
タ
ー
薬
品
入
札
等
調
査
特

別
委
員
会
」
か
ら
、
調
査
結
果

の
最
終

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
報
告
内
容
は

「入

札
額
改
ざ
ん
な
ど

の
不
正
は
な
か

っ
た

が
疑
惑
を
持
た
れ
る
入
札

の
や
り
方
が

あ

っ
た
」
と

い
う
も

の
で
し
た
。
市

で

は

こ
の
報
告
を
し

っ
か
り
受

け
止
め
、

今
後
入
札
手
続
き

の
厳
格
化

・
適
正
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
議
会
で
は
、
平
成
Ｈ
年
６
月
市
議

会

で
設
置
さ
れ
た
各
特
別
委
員
会

の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

「筑
後
市
議
会
議

員

の
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
」
は
、

現
行
定
数

（２２
人
）
が
妥
当

で
あ
る
と

し
て
終
了
、
そ
の
ほ
か
の

「筑
後
市
立

病
院
特
別
委
員
会
」

「筑
後
広
域
公
園

整
備
促
進
特
別
委
員
会
」

「下
水
道
事

業
対
策
特
別
委
員
会
」
は
、
ま
だ
議
論

す

べ
き
課
題
が
あ
る
と
し
て
継
続
さ
れ

る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
立
病
院
モ
ニ
タ
ー
募
集

■鶴

田中瑞広監査委員 永田昌己副議長  村上知巳議長

r―
1

L_

議
長
に
村
上
氏
、
副
議

長
に
永
田
氏
、
監
査
委

員
に
田
中
瑞
氏

今
議
会

で
は
、
議
長
、
副
議
長
、
監

査
委
員

の
辞
職

に
と
も
な
う
後
任

の
選

挙

・
選
出
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
長

に
は
村
上
知
巳
氏

が
、
副
議
長

に
は
永
田
昌
己
氏
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
監
査
委
員
に
は
田
中
瑞
広

氏

の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会

・
議
会

運
営
委
員
会

各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会

の
構
成
委
員
は
、
次

の
と
お
り
に
な
り

ま

し
た
。

（◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委

員
長
。
順
不
同
、
敬
称
略
）

國

総
務
文
教
委
員
会
　
◎
永
松
康
生
、

○
池
田
光
政
、
野
口
和
江
、
本ヽ
田
昌
己
、

田
中
瑞
広
、
平
井
勝
行

圃
厚
生
委
員
会
　
◎
水
町
好
、
○
田
中

秀
行
、
若
菜
道
明
、
門
田
司
郎
、
弥
古

治

一
郎
、
塚
本
辰
吉
、
貝
田
義
博

囲

建
設
経
済
委
員
会
　
◎

田
中
正
助
、

○
島
啓

二
、
秋
山
重
敏
、
馬
場
節
夫
、

原
口
英
喜
、
北
島
ス
エ
子
、
大
薮
健
介

圃

議
会
運
営
委
員
会
　
◎
大
薮
健
介
、

○
平
井
勝
行
、
馬
場
節
夫
、
永
田
昌
己
、

門
田
司
郎
、
弥
吉
治

一
郎
、
池
田
光
政

以
内

の
場
合

Ｈ
全
額

▽
１５
万
円
を
超
え

る
場
合
Ｈ
ｌ５
万
円

に
、
超
え
た
額

の
２

分

の
１
以
内

の
額
を
加
え
た
額

（限
度

額

Ｈ
４５
万
円
）

圃
報
告
　
調
査
研
究
終
了
後

に
報
告
書

を
作
成

し
、
経
費
を
証
明
す

る
も

の
、

研
究

の
内
容

。
結
果

（成
果
）

の
活
用

方
法
な
ど
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

１０
枚
程
度

に
ま
と
め
た
も

の
、
写
真
、

資
料
な
ど
を
添
え

て
出
し
て
く
だ
さ

い

日
申
込
み

。
問
合

せ
　
企
画
課

に
あ
る

中
請
書

に
必
要
事
項
を
書
き
、
費
用

の

見
積
書

や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
書
な
ど
を
添

え

て
４
月
２
日
⑪
～
２７
日
④

に
企
画
課

企
画
広
報
係

⌒金
０

４
１
１
１
内
線
１

５
１
）

へ

ヽ

意見を聞かせて。充実のために

市立病院では、市民の意見やニーズを取り入

れ、より充実した医療サービスを提供していこ

うと「筑後市立病院モニター」を募集します。

囲対象 市内に住んでいる20歳以上の人
囲任務 ①会議への出席=年 3回程度②モニタ
ー通信の提出=市立病院が設定したテーマにつ

いての意見を文章にして送付 ほか
団任期 委嘱した日～来年 3月 31日
日謝礼 会議出席、モニター通信提出など 1回
につき2000円
日募集人数 若千人
日申込み・問合せ はがきに住所 。氏名・性
別 。年齢・職業 '電話番号を書いて 4月 16日

① までに市立病院総務課庶務係 (〒 883-
0041大字和泉917-1な53-75H)へ
※モニターを委嘱する人にのみ結果を通知しま

す

凹 即 理 嶼 噸 □ 国 璽 堅
コ

脚 蝉 理 岬 襲 蜘 臨 日日目電雪
十
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研
修
に
参
加
し
て

野
田
功
子
さ
ん

（尾
島
、
６２
歳
）

去
る
二
月
二
十
七
日
、
北
九
州
市
を

見
学
に
行
き
ま
し
た
。
女
性
連
絡
協
議

会
の
研
修
活
動
の

一
環
と
し
て
の
視
察

で
す
。

北
九
州
市
は
、
市
長
立
候
補
時
の
公

約
で
も
あ

っ
て
、
女
性
の
力
、
市
民
の

意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
努
力
を
惜
し

ま
な
い
都
市
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、
『北

九
州
楽
ズ
劉
委
員
会
』

（論
文
を
添
え

て
応
募
し
採
用
さ
れ
る
）
に
属
し
、
女

性
の
持

つ
豊
か
な
感
性
や
生
活
体
験
に

基
づ
＜
身
近
な
視
点
つ
ら
の
意
見

・
提

案
を
積
極
的
睦
市
政
に
反
映
さ
せ
ろ
こ

と
に
よ
り
、
住
み
良
＜
魅
力
が
あ
り
、

そ
し
て
活
力
匠
請
ち
た
ま
ち
づ
＜
り
を

進
め
る
と
い
う
基
本
姿
勢
睦
基
づ
い
て

提
言
さ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
昭

和
六
十

二
年
な
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。私

は
、
こ
の
研
修
に
社
会
勉
強
の
目

的
で
参
加
し
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら
し

い
情
熱
こ
パ
ワ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

で
も
、
今
回
ご

一
緒
し
た
筑
後
市
の
皆

さ
ん
も
、
北
九
州
市
の
女
性
に
負
け
な

い
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
た
方
た
ち
の
集

団
で
し
た
が
ら
、
今
後
き

っ
と
、
筑
後

市
に
合

っ
た
形
で
そ
の
能
力
を
発
揮
さ

れ
る
こ
と
こ
信
じ
ま
す
。

女
性
の
皆
さ
ん
、
関
心
が
あ
あ
り
の

方
は
、
気
薬
に
女
性
連
絡
協
議
会
を
覗

い
て
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

四
世
代
円
満
家
雇

下
川
久
枝
さ
ん

（日
足
ど
北
、
７５
歳
）

先
日
、
病
院
へ
診
察
に
行

っ
た
。
美

し
＜
立
て
替
わ

っ
た
市
立
病
院
に
目
を

陸
り
、
あ

っ
ち
き
よ
ろ
き
よ
ろ
こ
っ
ち

き
よ
ろ
き
よ
ろ
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
患

者
の
多
い
の
に
も
驚
い
た
。
病
人
は
自

分
ば
か
り
で
な
い
な
こ
少
し
安
心
し
た
。

長
い
間
待
つ
う
ち
睦
、
あ
隣
席
の
あ

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
仲
良
し
に
な

っ
た
。
「だ

れ
と
あ
見
え
に
な
り
ま
し
た
か
？
」
「孫

嫁
が
送

っ
て
＜
れ
ま
し
た
」
と
に
っ
こ

り
。
九
十

一
歳
に
見
え
な
い
そ
の
若
さ
、

柔
和
な
あ
顔
つ
ら
幸
せ
老
人
で
あ
ろ
う

と
察
し
た
。
今
ご
ろ
に
は
珍
し
い
八
人

家
族
で
、
ち
よ
っ
と
前
ま
で
は
十
人
だ

っ
た
と
か
。
四
世
代
が
実
に
仲
良
＜
老

人
第

一
匠
暮
ら
し
て
あ
る
様
子
が
話
の

端
ば
し
に
窺
わ
れ
、
自
合
の
こ
こ
の
よ

う
に
嬉
し
＜
な

っ
た
。

「
昔
人
間
の
私
が

『勿
答
な
い
』
ば

か
り
言

っ
て
残
り
物
を
０
べ
よ
う
と
し

た
り
、
古
い
着
物
を
者
た
り
す
る
と
、

『
新
し
い
の
が
い
い
で
す
よ
』
と
息
子

嫁
が
言
い
ま
す
と
。
曾
孫
は
少
し
の
粟

子
や
饉
頭
で
も

『
ハ
イ
、
ば
あ
ち
や
ん
』

と

一
番
に
分
け
て
＜
れ
ま
す
よ
」
と
も

話
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に

「
み
ん
な

良
＜
し
て
＜
れ
て
、
あ
り
が
た
＜
思

っ

て
い
ま
す
」
と
ま
た
に
っ
こ
り
さ
れ
た
。

私
は
思

っ
た
。
そ
の
幸
せ
は
、
今
こ

こ
に
居
ら
れ
る
笑
顔
の
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
長
年
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
。
明

る
い
家
庭
、
幸
せ
老
人
に
向
か

っ
て
自

分
も
努
力
し
た
い
と
思
う

一
日
で
あ

っ

た
。恵

比
類
さ
ん
の
花

堤
ヒ
サ
カ
さ
ん

（熊
野
、
∞
歳
）

「
工
ベ
ッ
さ
ん
な
、
あ
ん
た
が
あ
花

を
あ
げ
た
り
し
よ

つ
こ
？
」

「
さ

っ
き
食
べ
た
き
な
粉
餅
も
工
べ

ッ
さ
ん
に
あ
げ
と
っ
た
つ
よ
」

「
じ
ゃ
―
ご
利
益
が
あ
る
の
ね
」

「
そ
う
そ
う
＼
ハ
ツ
ハ
ー
」

子
ど
も
の
こ
ろ
つ
ら
実
家
の
庭
先
の

石
の
祠
底
鯛
を
持

っ
た
恵
比
須
様
が
祭

っ
て
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
心
匡

『店

の
恵
比
須
様
』
で
、
あ
世
話
を
す
る
の

は
恐
れ
多
い
こ
と
と
い
う
感
覚
で
し
た
。

首
の
な
い
あ
地
蔵
様
こ
並
ん
で
、
狭
い

道
の
横
匠
店
か
ら
祭

っ
て
あ
る
も
の
だ

と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
自
動
車
を
通
サ

た
め
道
を
広
げ
る
の
に
、
あ
地
蔵
様
こ

一
緒
に
動
か
す
つ
も
り
が
、
店
の
も
の

と
い
う
こ
と
で
恵
比
須
様
は
そ
の
ま
ま

だ

っ
た
そ
う
で
す
。

「
菊
の
花
と
耐
と

一
緒
ね
」

「仏
壇
の
花
を
さ
す
の
を
持

っ
て
き

た
」神

様
に
は
榊
を
、
仏
様
に
は
菊
の
花

を
あ
げ
る
。
恵
比
須
様
に
は
耐
こ
菊
の

花
を
あ
げ
る
の
？

道
ページ

資▼栄 υ⑫癸

暇渓PR♪鋒⑫史
藤木佐織 さん (久 富 、 8歳 )

隠れ四女掌報傾団
〔問題〕表の中の空欄に漢字を入
れて四字熟語 (縦に読ん

でください)を作つてく

ださい。空欄に入る漢字

だけでも四字熟語になり

ます。

態 抜 イ子

勢 本 期

‖1頁 規 診

策
＝
＝
Ｖ
帝
断

出題 :木本幹彦さん (下北島、70歳 )
こたえは22ページ

(10)

▲六所宮境内にある恵比寿さん



う

令

調
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

と
は

城
戸
千
代
子
さ
ん

（
二
本
松
、
６３
歳
）

前
評
判
に
期
待
し
、
母
子

・
寡
婦
福

社
会
が
主
催
さ
れ
る

『
地
球
の
ス
テ
ー

ジ
』
に
参
加
し
ま
し
た
。

作
詞
作
曲
、
ビ
デ
オ
を
通
し
て
魅
カ

の
弾
き
語
り
、
美
し
い
歌
声
、
聞
き
惚

れ
た
観
衆
は
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送

っ

て
い
ま
し
た
。

医
学
博
士
、
精
神
科
医
師
と
し
て
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
さ
れ
た
桑
山
紀

彦
さ
ん
。
学
生
時
代
、
取
浪
の
旅
を
続

け
る
う
ち
に
、
チ
ッ
ポ
ケ
な
自
命
を
老

え
さ
せ
ら
れ
、
世
界
を
ま
た
ぐ
ボ
ラ
ン

よく固くことば

ミ
=辞
典

散 歩
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
の

事
で
す
。
そ
の
行
動
力
に
は
敬
服
し
、

私
た
ち
も
パ
ワ
ー
を
与
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

画
面
い
っ
ば
い
に
映
し
出
さ
れ
た
金

困
、
紛
争
下
の
難
民
キ
ゃ
ン
プ
地
で
の

子
ど
も
た
ち
こ
の
出
会
い
、
そ
こ
に
は

厳
し
い
生
活
環
境
匠
も
め
げ
ず
に
生
き

る
元
気
で
た
＜
ま
し
い
幼
い
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
敗
戦
当
時
の

我
が
国
を
見
る
思
い
で
、
兄
弟
姉
妹
や

地
功
で
さ
さ
え
合
い
強
＜
生
き
の
び
左

音
が
重
な

っ
て
走
馬
灯
の
よ
う
に
蘇

っ

て
き
ま
し
た
。

心
豊
か
に
と
言
い
続
け
ら
れ
て
い
る

昨
今
、
だ
れ
が
教
え
導
い
て
＜
れ
る
の

で
し
よ
う
か
？

某
新
聞
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

人
助
け
を
す
る
の
で
は
な
＜
、
経
験
す

る
事
で
自
分
が
変
わ

っ
て
い
＜
も
の
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の

投書の

う

)

〕

こ
あ
り
だ
と
痛
感
し
ま
す
。

こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
見
聞
き
す
る
な
つ

で
、
感
動
し
、
た
＜
ま
し
い
若
者
が

一

人
で
も
多
＜
育

っ
て
＜
れ
る
事
を
望
ん

だ
の
は
、
私

一
人
で
は
な
つ

っ
た
と
思

い
ま
す
。

前
途
あ
る
若
人
の
は
ば
た
＜
時
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

期
子
作
業

大
久
保
佐
喜
子
さ
ん

（野
町
、
６７
歳
）

そ
れ
は
、
あ
る
住
宅
地
の
清
掃
時
の

様
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る

敷
地
周
辺
の
清
掃
作
業
を
、
今
ど
き
珍

し
＜
親
子
で
な
さ
れ
て
い
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
親

（大
人
）
が
切

っ
た
木
、

ジ

引
き
抜
き
刈
り
取

っ
た
雑
草
等
々
を
ザ

ル
匠
入
れ
、
も
＜
も
＜
こ
当
た
り
前
の

よ
う
に
嫌
な
顔

一
つ
せ
ず
、
不
平
も
言

わ
ず
、
幼
稚
同
児
と
い
え
ど
も
皆
そ
れ

ぞ
れ
が

一
生
騒
命
体
を
動
か
し
て
い
た
。

清
掃
作
業

（早
朝
よ
り
昼
ご
ろ
ま
で
）

終
百
時
に
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
皆
集

ま
り
、
汗
を
拭
き
ふ
き
、
配
ら
れ
た
ジ

ュ
ー
ス
を
あ
い
し
そ
う
に

（さ
も
あ
ら

ん
、
汗
水
流
し
た
後
の
喉
の
渇
き
は
だ

れ
も
が
経
験
）
□
陸
し
て
い
る
そ
の
姿

は
、
ま
さ
に

一
幅
の
な
ど
や
か
な

一
家

団
彙
の
絵
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

そ
の
様
を
乳
欲
み
子
を
抱
き
つ
つ
窓

ご
し
睦
見
て
い
た
私
は
、
ほ
ん
と
う
に

心
の
温
ま
る
思
い
が
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
こ
ろ
に
は
、
現
在

一
番
の
間
題
で

J

J

あ
る
非
行
や
い
じ
め
な
ど
生
じ
な
い
。

益
し
ろ
、
い
た
わ
り
の
心
、
助
け
合
い

の
心
が
育
ち
＼
心
豊
か
な
生
活
が
な
さ

れ
、
人
の
心
を
思
い
や
ろ
。
そ
れ
こ
そ

『
命
』
を
大
事
に
で
き
る
人
間
と
し
て

成
長
し
て
い
＜
の
だ
と
自
分
自
身
に
言

い
間
か
せ
た
。
真
の
愛
こ
は
何
な
。
湧

愛

・
盲
愛
と
は
縁
色
切
り
、
幼
児
期
に

こ
そ
甘
や
か
さ
ず
＼
耐
え
る
強
い
精
神

を
培

っ
て
や
る
事
が
、
親
と
し
て
大
人

と
し
て
の
真
の
愛
情
な
の
だ
と
感
じ
た
。

す
が
す
が
し
＜
心
が
洗
わ
れ
た
最
高
の

一
日
だ

っ

藤木絵理奈さん (久富、11歳 )

イ以 騰・エッセイ暮癖
「散歩道」のページを飾るイラスト (絵 )

を募集します。スケッチ、漫画など、子ど

もから大人まで多くの人の応募を待つてい

ます。
ェッセイ、地域の話題、まちづくりの夢、

市政への意見・提言などの作品も募集して

います。

【応募方法】★イラスト:はがさかはがき

大の無地の紙に作品を書いてください。★
エッセイなど :400字程度にまとめ、題
名をつけてください。編集の都合で原文を

要約したり、表現を変えることもあります。

※いずれ も、住所・氏名 (ペ ンネーム不

可)。 年齢・電話番号を書いてください。未

発表のものに限ります

【あて先】〒833-8601(住所不要)筑後市
役所企画課「散歩道係」盗58-4Hl内線 151

メヾリアフリー(barner‐ free)

障害者や高齢者の生活や活動に不便

な障害を取り除くこと。階段に代わる

スロープを取り付けるなど。

自由国民社『現代用語の基礎知識』から

(11)



プレイガイド

(財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942‐ 54‐1200

公演500回 を超える渡辺美佐子の

代表作品。海外でも好評。

全席指定 ¥4,000

地人会
一人芝居「 化 ホF土」(二幕)

チケット発売

友の会 4/2Д日)
一 般 4/291卒兄l

作 :井上ひさし 演出:木村光一
出演 :渡辺美佐子

18時30分開演
小ホール

平
成
十
三
年
度
　
自
主
事
業

（前
期
）

料
金
は
い
ず
れ
も
税
込
み

。
当
日
￥
５
０
０
増サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
友
の
会
会
員
募
集

■
ス
ー
パ
ー
会
員

年
会
費
　
一二
万
円

（チ
ケ

ッ
ト
代
含
む
　
市
外

の
人
は
三
万

一
千
円
）

①
最
も
見
や
す
い
席
を

一
席
確
保
し
ま
す

②
希
望
す
れ
ば
ス
ー
パ
ー
席
を
さ
ら
に

一
席
確
保

（料
金
は
当
日
券
料
金
。
座
席

数
と
取
扱
期
間
に
限
り
あ
り
）

③
発
売
日
は

一
般
発
売
日
の

一
週
間
前

④
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
送
付

■
ナ
チ

ュ
ラ
ル
会
員

年
会
費
二
千
円

希
外
の
人
堡
〒
里

①
会
員
証

一
枚
に
つ
き
チ
ケ
ッ
ト
ニ
枚

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。
う
ち

一
枚
は

一
割

引
き
で
す

②
発
売
日
は

一
般
発
売
日
の

一
週
間
前

③
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
送
付

■
グ
ル
ー
プ
会
員

事
業
所
や
グ
ル
ー
プ
に
お
す
す
め
。

一
口
に
つ
き
会
員
証
六
枚

年
会
費

　

一
日

一
万
円

（市
外
は

一
万

一
千
円
）

特
典
　
ナ
チ

ュ
ラ
ル
会
員
と
同
じ

※
い
ず
れ

の
会
貝
も
会
員
数

に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
お
早
め

に

□
そ
の
他
共
通
特
典

①
市
内
宿
泊
施
設
宿
泊
料
割
引
き

②
市
内
船
小
屋
温
泉
旅
館
・
八
女
市
ベ

ん
が
ら
村
入
湯
料
割
副
き

③
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
の
民
間
主
催
の

催
し
物
で
契
約
し
た
チ
ケ
ツ
ト
の
割

一
九
七
三
年
に
安
全
地
帯
を
結
成

し
、
八
七
年
に
ソ
ロ
デ
ビ

ュ
ー
。
現

在
で
は
歌
手
の
ほ
か
に
俳
優
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
る
玉
置
浩
二
。
抜
群

の
歌
唱
力
と
心
温
ま
る
ト
ー
ク
が
魅

力
。
チ
ケ
ッ
ト
は
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

の
み
の
発
売
。

玉
置
浩
二

コ
ン
サ

ー
ト

ツ
ア
ー
２
０
０

１

‐８
時
３。
分
開
演

（‐７
時
４５
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

全
席
指
定

￥
６
、
５
０
０

チ
ケ
ッ
ト
発
売
　
友
の
会
４
／
７
（土
）

一
般
４
／
‐４
（土
）

第
２
回
例
会

第 3回例会 忘れがちだったキッチリと確かな「藩

語」の表現。昨年に続いての独演会。

香風事小朝
爆笑独湧会

18時30分開演
小ホール

全席指定 ¥3,000

チケット発売 友の会 4/211ttl
一 般 4/28田
共催:春々堂

3
7
1

(第 2回例会はサザンクス筑後のみ)サザンクス錦後・ローソンチケットチケットぴあ・サンリブ筑後店。久留米井筒屋 (久留米市)

(12)
アオキ楽器 (八女市)・サンリブ瀬高店 (瀬高町)・城島町総合文化センター(城島町)



4月 の 催 し 物

4月 の休館 日 (2、 9、 16、 23日 )

(13)

チケットはいずれも税込み 当日は500円増 奇

命

0

|つ

,

)

ゝ
ノ

13年度自主事業 (後期)
日・躍日 催 物 名 会 場 開演 入場料 問い合わせ先

1(日 )

スプリングンアター

(西短南筑合同公演)
大ホール 15:00

南筑高校

43-1295

結成5周年
ボインセチアコンサート

小ホール 14:00
ポインセチア

090-2850-1083

入塾式 イベントホール 10:00
セイコーゼミナール

52-2111

3し0 束映アニメフェア 小ホール
01

2:

4:

30
30
30

大ノ、¥1,800

ノトノ、¥1,000

久留米東映

32-5652

3、 10

17しЮ
腰痛教室 イベントホール 14:00

ひらた整体

53-7957

41フ r、

第1回例会l特男l例会)

高橋康子・金庸太

デュオヨンサート

小ホール 19:00
全席自由

Y2,000

サザンクス筑後

54‐1200

8(日 )

エルバレエスタジオ

第14回発表会
大ホール 13:00

エルバレエスタジオ

52-3388

ピアノ発表会 小ホール 10〔 00
アオキ楽器

0943‐22-6337

女性のつどい イベントホール 13:00
公明党女性局

0943-23‐ 6356

記念式の集い イベントホール 19:00
久留米市手話会衆

0944-86-8272

10(プ0 ゆうぜんざくの会 イペシトホール 19:00
パレベストプラン

092-452-5280

11  12

い い
ブランド品大バーゲンイベントホール

キャリアガール

092-936-0004

13ヒけ 消防職員意見発表会 小ホール 13:00
市消防本部

52-2020

14 15
1上  (日 )

衣料,日用品大R,売会 イベントホール 10i00
ビッグアロー

092-504-3311

15(日 )

トニー山川30月年記念

小野由紀子歌謡ショー
大ホール 12100 ¥4,500

オフィス舞夢

42‐ 4502

と岳,郎
ツプ
小ホール 10:00

アオキ楽器

0943-22‐ 6337

18 19
9Ю オ、呉服展示会 イベントホール 10100

花ごろも

03-3274‐ 5288

20④ カラオケ決勝大会 大ホール 13:30
2昨年居f¥2,900

1階席¥2,100

園屋架

54-1878

22(日 )

ジョイント

チャリティーコンサート
大ホール 14:00

ノ、ノ、¥2,500

小学生¥1,500

「ベルペットポーJをよぶ会

0943-23-4775

ピアノ発表会 小ホール 10:00
アオキ楽器

0943-22-6337

社交ダンスパーティー イベントホール 18130 ¥1,000 渋チ|1 89-3778

25・ 27

い ④
きもの大フェスティパル イベントホール

光裳苑

075‐241‐0234

28ω
COKKO
～この指とまれ2～

イベントホール
14:30

18:30
¥500

劇国銀河鉄道

(前原)389127

29硼
少年少女民謡民舞

北九州大会
小ホール 10:30

日本民謡協会

(サ
|1原 )32-7461

30(伸

第5回ピアプフロアコンサートイベントホール 13:30 平 63‐ 6123

演劇部3年生弓退公演 小ホール 13i30
八女高校

53-4184

ジョナサン・カッツ
ピアノコンサート

り
19時00分開演 大ホール
全席指定         チケット発売
¥3,500(飲食代別)   友の会6/21ttl

一 般6/91ttl

第6回例会 (ォペラ) 文化庁移動芸術祭
二期会オペラ振興会

オペラ「カルメン」(詠肇表詞上測

①
18時00分開演 大ホール
全席指定        チヶット発売
A席¥4,700B席 ¥3,200 友の会7/71ttl
C席¥1,680        - 般7/141ttl

7回例会(ポピュラー

加藤登紀子ヨンサート
11/311,E1 18時 30分開演

回例会(民話'ボッブ

六三四コンサート
1/2α酎 16時00分開演

度育成・参加事業

圭日
　
な末

第7回ブラスインサザンクス
筑後地区社会人ブラスバンドフェスティバル

3/26(日 )

13:00

大ホール 無料

演

劇魏見昌呼プ夏珪墓Pξ妥ティ1幹
刊′24:争
イ4」∵

△
口
唱

第7回レディ申ス・コーラス・フェスティパル
筑後地区ママさんコーラスフェステイバル

全員合唱由は公募 講評:熊谷弘 (指揮者)

10/14(日 )

12:00

大ホール無料

講

座

アマチュアのための演劇実践講座 7/29～31
舞台、音響、照明の実践講座

一般¥3,000 学生¥1,000

5月以降毎月
第2、 4土曜
発表会 3月

こどものためのえんげきひろfゴ
子どものミュージカル作り

受講料¥5,000

アナウンサー養成講座l上級)1期 2年
昨年の受講生を対象にアナウンスの仕方を学ぶ

受講料 ¥10,000

月2回

(19:00～ )

ステージ・サブオペレータ…養成講座
ホールの舞台 音響 照明を学ぶ  (初級 )

受講*斗  ¥10,000

1期2年

月2回

(19:00～ )

美
術
展

第22回筑後市美術展供催事業)9/15～
24

内容を新たに

市

場
サザンクス芸術市   3/16・ 17仕 日)
市民がつくりだす創造性を持った芸術市 (フ リーマーケット)

〕
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▲石井執行委員長 (右)から目録を受け取る辻委員長 (左)

義援に報いる

健全育威誓う

どヽ 九州松下労組がす<す
<王国ヘドライブinン
アター収益金を寄付

祈願威
『

~配
に

苦着はつきもの

i..p粟島神社大楽 ▲提供:末永志郎さん

医薬 (特に帰人病)の神様をまつる六所宮

内の粟島神社で3月 3日、大祭があり、参拝

者たちは「ミニ烏居」をくぐり健康を祈願し

ました。
「ミニ烏居」は高さ50cmで、 くぐる部分は
高さ35cm、 幅36cm。 縁が深い熊本県宇土市の

粟島神社の烏居と同じサイズで、昭和58年に

つくられました。くぐると「健康になる」「子

宝に恵まれる」「子どもが健やかに成長する」

などといわれることから、毎年市内外から約

100人の参拝者が同神社を訪れています。
今年も腹ばいになってゴソゴソと苦労しなが

ら鳥居をくぐる人の姿が時折見られました。

粟島神社の世話をする同神社奉賛会の山口

庸子さん (羽犬塚、74歳 )は 「こうして健康

でいられるというのは、日に見えないところ

でご利益があっているのでしょう。こう思っ

てお世話させていただいています」と話して

いました。

←←

弾
お
息
は
書
の
琶
り

一
，
第
８
回
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン

松
原
小
学
校
区
学
童
保
育
所

「す
く

す
く
王
国
」

の
新
築
費

の

一
部

に
―
。

九
州
松
下
電
器
労
働
組
合
筑
後
支
部

の

石
井
俊
光
執
行
委
員
長
ら
６
人
が
２
月

２８
日
同
王
国
を
訪
れ
、
ド
ラ
イ
ブ
ｉｎ
シ

ア
タ
ー

の
収
益
金
２
８
２
万
５
、
Ｏ
Ｏ

Ｏ
円
を
同
保
育
所
運
営
委
員
会

（辻
嘉

六
委
員
長
）

に
寄
付
し
ま
し
た
。

「す
く
す
く
王
国
」
は
共
働
き
な
ど

で
昼
間
、
子
ど
も

の
面
倒
を
み
る
こ
と

が
で
き
な

い
保
護
者

に
代
わ

っ
て
放
課

後
保
育
を
担
う
施
設
。
現
在
、
１
～
４

年
生

の
４６
人
が
通
所
し
て
い
ま
す
。
今

回
（
同
小
学
校
運
動
場
の
拡
張
工
事
で

校
内

の
別

の
敷
地

へ
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
運
営
委
員
会
は
そ
の

建
設
資
金
づ
く
り
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
知

っ
た
同
労
組
支
部

は
、
地
域
貢
献
を
目
的

に
２
月
９
日
に

開

い
た
ド
ラ
イ
ブ
ｉｎ
シ
ア
ケ
ー

の
収
益

金
を

「す
く
す
く
王
国
」

に
贈
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

寄
付
金
を
受
け
取

っ
た
辻
委
員
長
は

「
こ
の
義
援
金

の
意
義
を
忘
れ
ず

に
、

放
課
後
児
童

の
健
全
育
成

に
努
め
る
こ

と
を
約
束
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ま

し
た
。
石
井
執
行
委
員
長
は

「形
は
変

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
地

域

に
密
着
し
た
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
前
を
発
着
点
と
す

る

「第
３
回
ち

っ
ご

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
３
月
Ｈ
日
に
あ
り
、
２
歳
か
ら
６４
歳

ま

で
の
５
８
２
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
早

春

の
筑
後
路
を
駆
け
抜
け
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

２
ぎ
、
５
ま
、
‐。
ま

の
各

コ
ー

ス
に

は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
す
る
人
や
、
自
分

の
体
力
を
試

そ
う
と
す

る
人
な
ど
が

エ
ン
ト
リ
ー
、

力
強

い
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

一
方
、
健
康

マ
ラ
ソ
ン

（１

・
２
ゴ
）

に
は
、
親
子
連
れ
な
ど
が
大
勢
参
加
、

小
さ
な
子
ど
も

の
手
を
引

い
た
り
、
途

中

で
お
ん
ぶ
し
た
り
し
な
が
ら
山
ノ
井

川
河
畔

シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
を
往
復
し
ま

し
た
。

２
ま
中
学
生
女
子
で
優
勝
し
た
古
賀

靖
子
さ
ん

（久
留
米
市
）
は

「き

つ
か

っ
た
け
ど
優
勝

で
き
て
う
れ
し

い
。
来

年
も
出
場
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

▲健康マラツン参加ランナー

5133δ局2,82
0

〈yt
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持

⇔

ヽ

'

み

イ

ｒ
十
ゝ

▲説明板は見やすいように30度の

傾きがつけられています

)

錨
後
遣
産
が

こ
れ
が
ら
文
字
て
も

筑
後
ラ
イ
オ
ン
頂
ク
ラ
ブ
か
ら

文
化
↓肇
萌
涌
お
寄
贈

筑
後
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

（野
田
直

亮
会
長
、
６８
人
）

の
設
立
４。
周
年
記
念

事
業

の

一
環
で
、

こ
の
ほ
ど
市
内
９
カ

所

の
文
化
財

に

「説
明
板
」
が
設
置
さ

れ
、
そ

の

「除
幕
式
」

が
３
月
１６
日
、

水
田
天
満
宮

で
あ
り
ま
し
た
。

水
田
天
満
宮
楼
門
前

に
設
置
さ
れ
た

「説
明
板
」
は
縦
約

１
房
、
横
約
２
房

の
ス
テ
ン
レ
ス
製
。
県
文
化
財
指
定

の

本
殿
や
石
造
鳥
居
、
稚
児
風
流
、
千
灯

明
な
ど

の
説
明
文
や
写
真
が
彫
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
光
明
寺
石
造
九
重

の
塔

や
板
東
寺
石
造
五
重

の
塔
な
ど
ほ
か
の

８
カ
所

に
は
、
水
田
天
満
宮

の
約
４
分

の
１
の
大
き
さ
の

「説
明
板
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
費
用
は
約
３
０
０
万

円
と

の
こ
と
で
す
。

「除
幕
式
」

に
は
、
同
ク
ラ
ブ
会
員

や
氏
子
、
水
田
幼
児
園
児
な
ど
約
７。
人

が
出
席
、
寄
贈
を
受
け
る
市
を
代
表
し

て
馬
場
淳
次
市
長
が

「市

の
文
化
財

の

顔
と
し

て
役
立

つ
も

の
と
思

い
ま
す
」

と
お
礼

の
あ

い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。
野

田
会
長
は

「ふ
る
さ
と
を
見

つ
め
直
す

き

っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。「説

明
板
」
は
３
月
１８
日
に
サ
ザ
ン

ク

ス
筑
後

で
あ

っ
た
同
ク
ラ
ブ
設
立
４。

周
年
記
念
式
典

の
中

で
正
式

に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

ジ

ヽ

▲ムサカをつくる参加者のみなさん

測理が世界の共通テーマ

生∋ 国際交流  楽 しい料理

海外出身者を講師に、その国の家庭

料理を作 り味わう「国際交流楽しい料

理」が 3月 4日 、サンコアでありまし

た。

献立は、ジャガイモ・挽き肉・卵な

どを使つてオーブンで焼き上 tデる 「ム

サカ」、「ホウレン草のスープ」 (以上ユ

ーゴスラビア料理 )、 プリン・ゼリー・

カステラ・果物などを使つたデザー ト

「トライフル」、ニンジン・レーズン・

ココナッツなどを使つた 「ごきぶ リサ

ラダ」(以上オース トラリア料理)な ど。

32人の参加者たちは講師を務めるユー

ゴスラビア出身 。本田スネジャーナさ

ん (水田上)、 オーストラリア出身・ス

ーザン丸山さん (久留米市)ん らヽ指導

を受けながら協力し合つて料理に取 り

組みました。そして味だけでなく会話

も楽しみながら試食しました。

参加者からは 「ざつくばらんな雰囲

気の中で、ふだん食べることがない料

理を味わえて楽しかつた」という声が

聞かれました。両講師は 「男性の参加

がなかつたのが残念。機会があれば今

度は夫婦で参加してもらいたい」と話

していました。

３
月
１６
日
と
‐７
日
、
市
内

の
中

学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
は
５
２
３

人
、
小
学
校
を
卒
業
し
た
児
童
は

５
２
９
人
。

羽
犬
塚
中
学
校

（大
石
勝
宏
校

長
、
４
３
２
人
）
で
は
、
１
３
０

人
が
晴
れ
の
卒
業
証
書
を
手
に
し
、

保
護
者
や
在
校
生
、
教
職
員
ら
か

ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

式
で
は
、
大
石
校
長
が
は
な
む

け
に

「２‐
世
紀

に
生
き
る
ひ
と
り

と
し
て
、
ま
わ
り
の
人

の
こ
と
を

考
え
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
き
方

を
築

い
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
、

近
藤
輝
太
郎
く
ん
は
卒
業
生
を
代

表
し
て

「た
く
さ
ん
の
困
難
が
あ

る
と
思

い
ま
す
が
、
何
事
も
全
力

で
努
力
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」

と
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

卒
業
生
た
ち
は
式

の
後
、
思

い

出
が
た
く
さ
ん
詰
ま

っ
た
教
室

へ

入
り
、
談
笑
し
た
り
、
目
を
真

っ

赤

に
し
て
歌
を
合
唱
し
た
り
し
て

友
達
や
担
任
の
先
生
と
の
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

表  紙
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必霞 こヽヽ0

最近は「病気がはやつていないので予防接種を受ける必要はないのでは ?」

と考える人もいるようですが、現在病気が大流行 しないのは、予防接種を受
けて抵抗力をもつ子が多いからです。

忘れずに予防接種を呂異けて、子どもを伝染病から守りましょう。

※ポ リオ、 BCG接 種を予定している子のいる家庭は、この日程表を
保管しておきましょう

ポリオワクチン追河E接種

日召和50年 1月 ～52年 12月 に生まれ

た人は、ポリオの免疫を持つ割合が、

ほかの年齢層にくらべて低いことが

国の調査でわかりました。

市では、この期間に生まれた人で、

ポリオウイルスがある国へ旅行する

人や、ポリオワクチンの接種を受け

る必要がある子を持つ人などに対し

て、ワクチンの追加接種を実施しま

す (希望者のみ)。

1ときこところ〕ポリオワクチン接

種時 (集団実施日)に直接会場ヘ

〔接種回数1 1回 (無准D
※昨年追加接種を受けた人は、今回

接種する必要はありません

〔問合せ〕健康課保健衛生係 (a53-
4115)ヘ

◆救急指定病院 (全日曜祝日)
筑後市立病院 (和泉西)      奮53-75H
◆広城眼科在宅医
1日  冨田眼科医院 υヽ 女市本村)ao948-23-3455
8日  つむら眼科医院 (久留米市善導寺町)奮 47-3678
15日 広瀬眼科医院 (小郡市小郡)  奮72-2721
22日  杉田眼科医院 (久留米市国分町)a22-2020
29日  山下眼科医院 (藤島)     奮53-2225
80日  近沢眼科医院 (久留米市東町) 奮38-9090
◆歯科休 日診療

八女歯科医師会館内の救急医療センター

(八女市本門↓
‐
)            a0943-24-4829

◇

予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は

『母
子

健
康
手
帳
』
を
忘
れ
ず

に
。
前

に
受
け

た

予
防

接

種

の
状

況

が
わ

か
ら
な

い

と
、
接
種
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
集
団
実
施
分
以
外

の
予
防
接
種

（三

種
混
合

・
麻
し
ん

。
風
し
ん

。
日
本
脳

炎
）
は
、
子
ど
も

の
体
訓
が
よ

い
と
き

に
、
市
内

の
医
療
機
関

に
予
約
を
し
て

受
け
に
行

っ
て
く
だ
さ

い
。

◇

予
防
接
種

に
は
対
象
年
齢
が
あ
り
ま

す
。
対
象
年
齢

で
な

い
子
の
接
種
は
有

料

で
す
。
対
象
年
齢
は

『母
子
健
康
手

帳
』

『
予
診
票

つ
づ
り
』
を
参
照
し

て

く
だ
さ

い
。

◇

予
防
接
種
は
決
ま

っ
た
回
数
受
け
な

い
と
、
き
ち
ん
と
免
疫
が

つ
き
ま
せ
ん
。

ポ
リ
オ

・
三
種
混
合

。
日
本
脳
炎
な
ど
、

１
回
だ
け
の
接
種

で
中
断
し
て
い
る
人

は

い
ま
せ
ん
か
。

囮
問
合
せ

健
康
課
保
健
衛
生
係

（盗
０

４
１
１

５
）

へ

◆日曜祝日在宅医
1日  川嶋医院 (西牟田)
やまもと内科循環器科医院 (上北島)

8日  田中整形外科 (野町 )
チクゴ医院 (尾島 )

15日 佐藤外科 (上町 )
江島医院 (船小屋 )

22日  加藤団整形外科 (上原々南 )
服部医院 (赤坂 )

29日  おおた医院 (上富久 )
柿添医院 (新溝 )

30日  大橋整形外科クリニック (鷲 寺)
なかの内科・消化器科 (藤島 )

金 52-3500
金 51-1110
金 53-5000
盗 53-4350
a58-3589
盆 58-4832
金 53-6811
金 53-7555
金 51-7080
盗 51-1239
金 51-7001
盆 53-5668

E
●

3月 15日 10か月児健診 (保健セ
ンター)で撮影 しました。
希望者には写真を差 し上げます。
広報統計係まで連絡 してください。

平成 13年度 子 日商捲 薩 日程 (集団実施分・無米つ

ポリオ (刈現マヒ予防)
春 期     秋 期
4月 10日 (月    10月 11日い
4月 17日 (月    10月 16日∞
4月 19日休)  10月 25日い
5月 22日しい   11月 8日い

ツ ベ ル ク リ ン 反 応 検 査 、
ツベルクリン   BCG
6月 19日 (月  ・ 21日い
6月 26日 (州  ・ 28日い
7月 9日 (月) 。  11日 例0
7月 16日 (月) 。  18日 710

BCG接種 備核予防)
校   区

羽犬塚、松原、西牟田

筑後北、筑後、古川

水田、水洗、下妻、古島、二川

予備日

12月 4日山  ・ 6日 オ、     羽犬塚、松原、西牟田
12月 17日⑪  ・ 19日 例0     筑後北、筑後、古川
1月 8日山  。 10日 オ、l     水田、水洗、下妻、古島、二川
1月 21日佃)・ 23日 m     予備日
★会場はいずれも保健センターです。該当校区の日に受けられないときは、ほ
かの校区の日でも受けることができます

校   区
羽犬塚、松原、西牟田
筑後北、筑後、古川
水田、水洗、下妻、古島、二川
予備日

(16)



今日の衛生行事
▼問合せ=健康課
盆 53-4115

※母子健康手帳と予診票を持つてきてください ち◆予防接種 ☆ポリオ (小児マヒ)生ワクチン服用

◆乳幼児健診

※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◆各種教室

◆各種相談

◆ 5月 は…

へ
´

υ

ツ

と き と こ ろ 校 区 対   象   者

4月 10日 1吟 13:30～ 14i30 保健センバー 羽犬塚・松原・西牟田 生後 3カ月～18カ月の子

※春と秋に2回服用します。対

象月齢に服用できなかつた子

でも生後90カ月になる前ま

4月 17日しЮ13:30～ 14:30 保健センバー 筑後北・筑後。古川

4月 19日い 13:30～ 14:30 保健センター 水田・水洗 :下妻・古島・二川

5月 22日 9り 18:30～ 14:30 保健センター 上記に受けられなかつた子

健 診 と き と こ ろ 対   象   者

乳児健診 (4か 月児 ) 27日 ④  13:00～ 14:00 保健センター 平成 12年 12月生まれの子

10か 月 児 健 診 12日 い  13:30～ 14:30 保健センパー 平成 12年 6月生まれの子

1歳 6か 月 児 健 診 20日 ⑥  13i00～ 14:00 保健センター 平成 H年 9月生まれの子

3歳 児 健 診 13日 ⑥  18:00～ 14:00 保健センター
平成 10年 3月生 まれの子 (アンケート用紙
と、尿を約5cc持 つてきて ください)

教 室 と き と こ ろ 内 容 な ど

もうすぐパパ・ママ教室
日 い

日 い

日 い

10:00-12:OO
10:00-12:00
10:00～ 12:00

5
12
19

保健センター
妊娠初期保健指導と各種制度
妊娠中期保健指導と妊婦体操、食事
妊娠後期保健指導と産後の生活

お つ ば い 教 室 26日 い  10:00-12:00 保健センター
妊婦や授乳中の母子。妊娠中からの乳房管

理、母乳育児

乳 幼 児 教 室 17日 しり 10:00～ 12:00 保健センター
1歳未満児とその保護者。育児、離乳食、
あかちゃん体操など

な か よ し 教 室 10日 (クリ 10:00-12:00 保健センター 就学前の子
どもとその保護者。親子あそび、

絵本の読み聞かせなど

地 域 リハ ビ リ教 室
9i30-12:00
9:30～ 12:00

毎週月曜日

毎週水曜日

流公民館

溝日町公民館

血圧測定、ストレッチ体操、レクリエーショ

ンなど

リ ハ ビ リ 教 室 毎週水曜日 13:00～ 16i00 保健センター ス トレッチ体操など (バスで送迎 )

バ ラ ン ス 友 の 会 26日 い   9:SO～ 12:00 保健センター 食事療法

ス リ ム 教 宣 24日 しЮ 13iOO～ 15:00 保健センター
講話「肥満と健康について」、グループワー
クなど

)

一っ

ノ

ホロ ヨ炎 と き と こ ろ 本ロ ヨ炎 と き と こ ろ

健康相談 4日 (湘  10:30～ 11:30 総合福祉センター 妊婦相談 17日 eり  13i30～ 15i00 保健センパー

育 児相談 17日 Cり  10:00-12:00 保健センバー
心 の 本日談
(要 予 約 ) 21日 0 13i30～ 15i30 保健センター

内  容と き 。と こ ろ

1日 しり  9:30～ 12i00
保健センター

リ ム 教ス

て

室

，食 事 指 導

健   康  相  談

ス リム 教 室 は/24、 5/1、 5/10
肥満は生活習慣病のもと。適正体重をめざす

人の参加をお待ちしています (全 3回 )。

〔内容〕講話、グループワーク、食事指導、運

動指導など
2日 例0 10:30～ 11:30

総合福祉センパー
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福
祉
タ
ク
ン
ー
利
用
券

市
で
は
、
今
年
度
分
の
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
川
券
の
発
行
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

（内
容
〕
▼
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り

運
賃
分
を
助
成
し
ま
す
▼
１
枚
の
利
用

券
で
１
回
乗
車
で
き
ま
す

▼
申
請
し
た

月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
利
用
券
を
、

月
２
枚

の
単
位

で
交
付
し
ま
す

▼
市
内

の
タ
ク
シ
ー
会
社
は
ど

こ
で
も
利
用
で

き
ま
す

※
平
成
１２
年
度

の
利
用
券

（緑
色

の
利

用
券
）
は
、
も
う
使
え
ま
せ
ん

の
で
注

意
し
て
く
だ
さ

い

〔対
象
〕
市
内

に
住
民
票
が
あ
り
、
昨

年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
次

の
ど

れ
か
に
当

て
は
ま
る
人

（社
会
福
祉
施

設

の
入
所
者
や
６
カ
月
以
上
人
院
中

の

人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

①

ｌ
級
か
２
級

の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持

つ
人
②

Ａ
の
療
育
手
帳
を
持

つ
人
③

ｌ
級

の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持

つ
人
④
申
請
時

に
満
８。
歳
以
上

の
人

〔申
込
み

。
問
合
せ
〕

▼
①

の
人

Ｈ
身

体
障
害
者
手
帳
と
印
か
ん

▼
②

の
人

Ｈ

療
育
手
帳
と
印
か
ん

▼
③

の
人

旧
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
印
か
ん

▼
④

の
人
Ｈ
老
人
医
療
証
と
印
か
ん
を
持

っ

て
、
健
康
課
介
護
福
祉
係

⌒ａ
０
４
１

１
５
）
ヘ

県
消
防
職
員

意

見

発

表

会

〔と
き
）
４
月
１３
日
④
午
後
１
時
～

（と
こ
ろ
〕
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

〔内
容
〕
▼
災
害
現
場
で
の
体
験
談
や

防
災
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
つ
い
て
の

意
見
発
表
▼
水
田
天
満
宮
稚
児
風
流

〔入
場
料
）
無
料

〔問
合
せ
〕
市
消
防
本
部
総
務
課
庶
務

係

恣

⑫
２
０
２
９

ヘ

美
術
展
見
学
会

市
教
育
委
員
会

で
は

「
二
紀
展
長
崎

巡
口
展
」

の
見
学
会

（画
家

に
よ
る
解

説
付
き
）
を
実
施
し
ま
す
。

（と
き
）
５
月
１３
日
０
年
前
８
時
半
市

役
所
前
出
発

（
と

こ
ろ
）
長
崎

県

立
美

術
博

物

館

（長
崎
市
南
山
手
町
）

（参
加
費
〕
▼

一
般

。
大
学
生
＝
７
０

０
円
▼
高
校
生
Ｈ
４
０
０
円
▼
小

。
中

学
生
Ｈ
２
０
０
円

※
参
加
費

（昼
食
代
は
含
み
ま
せ
ん
）

は
当
日
集
め
ま
す

（募
集
人
数
〕
小
学
生
以
上
。
先
着
４。

人
程
度

〔申
込
み

。
問
合
せ
〕
電
話
か
フ
ア
ク

ス
で
社
会
教
育
課
文
化
係

⌒盗
０
４
１

１
１
内
線
４
３
３
囲
０
４
２
１
６
）
ヘ

弁
護
主
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

（と
き
）
毎
月
第
１

・
３
木
曜
日
の
午

後
１
時
～
４
時

※
５
月
と
来
年
１
月
は
第
２

・
３
木
曜

日
と
な
り
ま
す

（と
こ
ろ
）
福
岡
法
務
局
八
女
支
局

（八
女
市
大
字
稲
営
）

〔相
談
時
間
）
１
人
３。
分
以
内

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
第
１
木
曜
日
に

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
一団
月
の
２５
日
、

第
３
木
曜
日
に
希
記
す
る
人
は
、
そ
の

月

の
５
日
か
ら

（時
間
は

い
ず
れ
も
午

前
９
時

～
）
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

電
話

で
福
岡
法
務
局
八
女
支
局

（な
○

９
４
３
０

２
６
０
３
）

へ
。
６
人

に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す

※
５
日
、
２５
Ｈ
が
上

・
Ｈ
曜
日
、
祝
Ｈ

の
場
合
、
受
付
開
始
日
は
翌
開
庁
日
と

な
り
ま
す

優
良
運
転
者
表
彰

①
福
岡
県
警
察
本
部
長

・
福
岡
県
交
通

安
全
協
会
長
連
盟
表
彰

（対
象
〕

▼
継
続
１０
年
以
上

の
運
転
経

歴
を
も
ち
、
過
去
１０
年
以
上
無
事
故

・

無
違
反

・
莉
金
以
上

の
刑

に
あ
た
る
犯

罪
行
為
が
な

い
人

▼
筑
後
警
察
醤

・
筑

後
市
交
通
安
全
協
会
長
連
阻
表
彰
を
受

け
た

こ
と
が
あ
る
人

②
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

（交

1緞 4月 6冒>15冒
1 0自転車の安全利用を推進しよう
1 0シートベルトとチャイルドシートの着用|  を徹底しよう
′ ●交差点の交通事故を防止しよう

十 日主唱/交通事故をなくす福岡県県民運動本部

市立病院経由の

00 が運行します
羽犬塚一大川市間を運行してい

る南筑交通棚のバス路線に、市立

病院経由の路線が新設されまし

た。日曜日を除き、 1日 15本 (大

川市方面行さ=8本、羽犬塚方面
行き=7本)のバスが市立病院前
に止まります。

〔問合せ〕市商工観光課 (a5
3-4111内 線210)ヘ

桂剥洋拠酎星消鄭隆檀設謁 編
●
|

市では、合併処理浄化槽を設置す
｀

る家庭に、設置費の一部を補助しま

す。

(条件〕>居住用の住宅に設置 (5
～10人槽)>来年3月 までに設置
>下水道認可区域以外の場所

〔申込み・問合せ〕4月 2日 lデl)～

27日 0に環境課環境公害係 (奮 5
3-4111内 線371)へ
※中込者多数の場合は抽せん

ジョイント・チャリティ・

コ ンサ ー ト

〔とき〕4月 22日 (日)14:OO～
〔ところ〕サザンクス筑後

〔出演者〕ベルベット・ポー、八女

グリーンクラブ、八女混声合H呂団、

SISAY、 岸川美好さん
〔入場料〕>大人=2000円 (当

日券2500円 )>小学生=130
0円 (当 日券 1700円 )

〔問合せ〕「ベルベット・ポー」を

よぶ会 ,大ff(ao948-23-
4775)へ

墓

春の
倅 プ

/
ノノ

電話番号は
おまちがえのないように
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ヽ

通
栄
誉
章

「
緑
十
字
銅
章
し

〔対
象
〕
▼
継
続
１０
年
以
上
の
運
転
経

歴
を
も
ち
、
過
去
１０
年
以
上
無
事
故
、

過
去
５
年
以
上
無
違
反

・
罰
金
以
上
の

刑
に
あ
た
る
犯
罪
行
為
が
な
い
人
▼
①

の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

③
九
州
管
区
警
察
局
長

・
九
州
交
通
安

全
協
会
長
連
盟
表
彰

〔対
象
〕
▼
継
続
１５
年
以
上
の
運
転
経

歴
を
も
ち
、
過
去
２。
年
以
上
無
事
故
、

過
去
１０
年
以
上
無
違
反

・
罰
金
以
上
の

刑
に
あ
た
る
犯
罪
行
為
が
な
い
人
▼
②

の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

圏
申
込
み

・
問
合
せ

①
は
６
月
２５
日
⑪
ま
で
、
②
③
は
５

月
１４
日
⑪
ま
で

（
い
ず
れ
も
上

。
日
曜

日
と
祝
日
を
除
く
）
に
、
市
交
通
安
全

協
会
事
務
局

（筑
後
警
察
署
東
金
０
７

５
９
９
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
込
み
に
は
、
運
転
免
許
証

（
コ
ピ

ー
可
）
と
無
事
故
無
違
反
証
明
書
代
金

７
０
０
円
が
必
要
で
す

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射

（と
き

。
と
こ
ろ
〕

▼
４
月

・７
日
硼

Ｈ

筑
後
小
学
校

⌒午
前
ｌ。
時
～
Ｈ
時
半
）
、

Ｊ
Ａ
水
田
支
所

（午
後
１
時
半
年
３
時

半
）

▼
・８
日
困

Ｈ
船
小
屋
公
民
館

（午

前

１。
時
～
Ｈ
時
半
）
、
Ｊ
Ａ
古
川
支
所

（午
後

１
時
半

～
３
時
）

▼
・９
日
∩

Ｈ

下
妻

小
学
校

（午
前

１０
時

～

同
時

）
、

Ｊ
Ａ
古
島
農
業
倉
庫

（午
後
１
時
半
～

３
時
）

▼
２。
日
⑪

Ｈ
衛
生
セ
ン
タ
ー
北

側

（午
前

１。
時
～
Ｈ
時
半
）
、　
一
条
公

民
館

（午
後
１
時
半
～
３
時
半
）

▼
２３

日
∩

Ｈ
寛
元
寺
公
民
館

（午
前
１。
時
～

Ｈ
時
半
）
、
熊
野
公
民
館

（午
後

１
時

半

～
３
時
半

）

▼
２４
日
山

Ｈ
市
役
所

（午
前

１０
時
～
Ｈ
時
半
、
年
後

１
時
半

～
３
時
半
）

▼
５
月

２．
日
側

Ｈ
熊
野
公

民
館

（午
前

１０
時
～
Ｈ
時
半
）
、
市
役

所

（午
後
１
時
半
～
３
時
）

▼
２２
日

山
Ｈ
Ｊ
Ａ
水
田
支
所

（午
前
１。
時
～
Ｈ

時
半
）
、
市
役
所

⌒午
後
１
時
半
～
３
時
）

（費
用
〕
▼
登
録
Ｈ
３
０
０
０
円
▼
予

防
注
射
Ｈ
３
０
５
０
円

（問
合
せ
）
市
環
境
課
環
境
公
害
係

（盆
０
４
１
１
１
内
線
３
７
１
）

ヘ

募
集

献
血
に
協
力
を

〔と
き

。
と
こ
ろ
〕
４
月
２６
日
い

▼
午

前
ｌ。
時
～
正
午
Ｈ
古
島
小
！半
校
▼
午
後

１
時
半
～
３
時
半
Ｈ
水
円
コ
ミ

ュ
ニ
テ

イ
セ
ン
タ
ー

〔献
血
で
き
る
人
）
▼
１６
～
６９
歳
の
健

康
な
人

（６５
歳
以
上
は
条
件
あ
り
）
▼

体
重
が
女
性
で
４。
キ
ロ
以
上
、
男
性
で
４５

ロ
キ
以
上
の
人
▼
輸
血
や
臓
器
移
植
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
▼
Ｂ
型
や
Ｃ
型
の

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
持

っ
て
い
な
い
人
▼

３
日
以
内
に
注
射

・
服
茶
し
て
い
な
い

人
▼
妊
娠
し
て
い
な
い
人
な
ど

〔問
合
せ
〕
市
献
血
推
進
協
議
会

（市

福
祉
事
務
所
内
容
０
４
１
１
１
内
線
２

２
３
）
へ

筑
後
の
今
を
写
そ
う

市
美
術
協
会
で
は
、
６
月
１９
日
山
～

日
０
に
筑
後
商
工
会
議
所
で
開
催
す

「筑
後
の
く
ら
し
と
風
景
写
真
展
」

、
応
募
作
品

（写
真
）
を
募
集
し
ま

〔内
容
）
市
の
産
業
や
季
節
の
行
事
、

日
常
の
暮
ら
し
、
風
景
な
ど
を
写
し
た

写
真（大

き
さ
〕
キ
ャ
ビ
ネ
判

（２
Ｌ
判
可
）
、

台
紙
不
要

〔申
込
み

。
問
合
せ
〕
５
月
３‐
日
い
ま

ツヽ

で
に
同
協
会
写
真
部
代
表

・
久
我

（〒

８３３

‐
Ｏ
０
３
１
大
字
山
ノ
井
２
６
５
金

０
７
８
０
９
）
か
同
協
会
幹
事

・
宮
永

（サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
内
〒
８３３

‐
Ｏ
０
４

７
大
字
若
菜
１
１
０
４
盗
０
１
２
０
０
）

ヘ情
報
誌

「
ふ
ら
っ
と

の
表

紙

デ
ザ
イ
ン
と
リ
ポ
ー
タ
ー

市

で
は
、
男
女
共
同
参
両
社
会

の
実

現
を
め
ざ
す
情
報
紙

「ふ
ら

っ
と
」

の

表
紙
デ
ザ
イ

ン
と
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

〔内
容
〕

▼
表
紙
デ
ザ
イ

ン
Ｈ
Ａ
５
サ

イ
ズ

の
２
色
刷
り
。
題
字

「ふ
ら

っ
と
」

は
既
定

の
も

の
を
使
用
し
ま
す

▼
リ
ポ

ー
タ
Ｉ
Ｈ
情
報
紙

の
テ
ー

マ
に
そ

っ
た

取
材
活
動
を
す
る
人

（申
込
み

・
問
合
せ
）
５
月
１。
日
い
ま

で
に
女
性
政
策
課

（〒
８３３

‐
８
６
０
１

（
住
所
不
要
〉

金
０

４
１
１
１
内
線
４

６
１
）

へ

筑
後
市
少

年

の

船

理

員

筑
後
市
船

の
会
な
ど

で
は
、

「第
２‐

回
筑
後
市
少
年

の
船
」

の
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

（と
き
〕
７
月
２６
日
い
～
２９
日
０

（３

泊
４
日
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９‐
一

（と
こ
ろ
〕
沖
縄
県

（沖
縄
本
島
）
　

　

側
一

〔対
象
〕
市
内

に
住
む
小
学
４
年
生
～

（次
ペ
ー
ジ

ヘ
）

7固筑後・かすり市

筑後・かすり市実行委員会では、6月

2日⑪・3日⑪にサザンクス筑後で実施

する「筑後。かすり市」のデザインコン

テストに応募してくれる人と、かすリフ

ァッションショーに出演してくれるモデ

ルを募集します。

囲デザインコンテスト

〔とき〕6月 8日 (日 )

〔募集人数〕15人 (応募者多数の場合

は書類選考)

〔応募資格〕>アマチェアがデザインし

た木発表の作品>一部または全部に久留

米絣を使つた作品>デザインした本人か

知人などがモデルとして出演できること

〔表彰〕>最優秀賞1人三5万円
"優
秀

賞1人 =2万円>特別賞1人=1万円
※参加賞もあります

(応募方法〕住所、氏名、年齢、作品名、

作品のポイントを書き、デザインした服

装の全身写真 (前後各 1枚)を同封し5

月15日 (刃 0肖印有効)までに同実行委員

会ヘ

圃ファッションモデル

〔とき〕6月 2日Ш・3日 (日)(合計4回

のショー)

(対象〕15歳～35歳の男女

〔募集人数〕若干人 (同実行委員会で選

考)

〔謝礼〕1万円とかすり製品

〔応募方法〕住所、氏名、年齢、身長を

書き、全身写真 1枚 を同封し、4月 25

日m(消印有効)までに同実行委員会へ

日申込み。問合せ

筑後・かすり市実行委員会事務局 (市

商工観光課内〒833-8601<住 所不
要>金 58-4111内 線211)へ

う

す  の  る 24

デザインコンテヌト出品者
とフアツンョンモデル

サ



（前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

中
学
３
年
生
で
、
事
前
研
修
に
す
べ
て

参
加
で
き
る
人

〔事
前
研
修
〕
▼
第
１
回
Ｈ
５
月
１３
日

①

▼
第
２
回
＝
６
月
１６
日
⑭
～
‐７
日
０

▼
第
３
回
Ｈ
７
月
８
日
⑤

（募
集
人
数
〕
８。
人

〔参
加
費
）
▼
小
学
生
＝
５
万
３
０
０

０
円
▼
中
学
生
Ｈ
６
万
３
０
０
０
円

（申
込
み

・
問
合
せ
〕
各
小

。
中
学
校

や
サ
ン
コ
ア
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
４
月
２。
日
④

（消
印
有

効
）
ま
で
に
市
社
会
教
育
課

（〒
８３３
‐

８
６
０
１

〈住
所
不
要
〉
盗
０
４
１
１

１
内
線
４
３
１
）
ヘ

講
座
・請
習
会

♂
己
運
初
心
者
教
室

（と
き
〕
５
月
９
日
い
～
８
月
２９
日
い

の
毎
週
水

・
土
曜
日
、
年
後
７
時
半
～

〔と
こ
ろ
〕
水
田
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
弓
道
場

（受
講
料
）
３
０
０
０
円

（資
料
代
を

含
む
）

〔申
込
み

・
問
合
せ
）
４
月
２７
日
④
ま

で
に
市
弓
道
連
盟
事
務
局

・
丸
山

⌒市

企
画
課
内
盆
０
４
１
１
６
）

ヘ

防

災

管

理

者

資

格

（
甲
種
）
取
得
講
習
会

〔と
き
）
４
月
２４
日
∞
午
前
８
時
５。
分

～
午
後
４
時
、
２５
日
ｍ
午
前
９
時
～
午

後
４
時

（受
付
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

半
～
）

〔と
こ
ろ
）
市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

〔受
講
料
〕
４
２
２
０
円

（教
材
費
）

※
２
日
と
も
印
か
ん
が
必
要
で
す

（定
員
〕
４。
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

（申
込
み

・
問
合
せ
）
消
防
本
部
に
あ

る
中
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
写
真

２
枚
を
添
え
て
４
月
２。
日
⑥
ま
で
に
同

本
部
予
防
課
指
導
係

（盗
＠
２
０
２
０
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
請
習

会

（２
級
課
程
）

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
母

子
家
庭
の
母
や
寡
婦
で
、
す
べ
て
の
日

程
を
受
講
可
能
な
人
を
対
象
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
５
月
１。
日
∩
～
‐２
月
２。
日
い

※
詳
し
い
日
程
は
募
集
要
綱
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い

〔と
こ
ろ
）
講
義
Ｈ
サ
ン
コ
ア
▼
基

本
介
護
技
術
＝
九
州
大
谷
短
期
大
学
▼

施
設
実
習
Ｈ
介
護
老
人
保
健
施
設
ク
リ

ー
ン
パ
ル

・
ゆ
う
ほ
か

（募
集
人
数
〕
２。
人

〔受
講
料
）
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
８
０
０
０
円
程
度
は
自
己
負
担
）

〔託
児
）
あ
り

（申
込
み

。
問
合
せ
〕
市
福
祉
事
務

所
に
あ
る
中
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、

４
月
１６
日
⑪
ま
で
に
同
連
合
会
事
務
局

（盗
０
９
２

・
５
８
４

・
３
９
２
２
）

指導員

市では、相談事業や親子教室

などを通して子育て家庭を支援

しようと、地域子育て支援セン

ター事業を実施します。そこで、

この事業に意欲をもつて取り組

んでくれる指導員を募集します①

〔職種・採用人数〕非常勤嘱託

職員=1人
〔資格〕次の条件をすべて満た

す人=①昭和14年 4月 2日～昭
和46年 4月 1日 に生まれた人②
保育士か幼稚園教諭免許を持つ

人③育児について相談。指導の

知識と経験があり、各種福祉施

策についての知識がある人

〔勤務条件〕 >週 4日 勤務 >社

会保険に加入 >報酬二月額 16万

7000円
〔任期〕 5月 1日山～来年 3月

31日 (日 )

〔面接選考〕4月 17日 (州

〔申込み 。問合せ〕福祉事務所

にある中込書に必要事項を書き、

履歴書を添えて 4月 13日 ④ まで

に同事務所 (a53-4111
内線223)へ

弘ゝ
ンチ

★子育て電話相談 a
★教育相談電話  a

74(毎 週火・木曜日 10100～ 16
80   ★福岡県教育水ットライン

５

８
一

一

５

５

00)
盗 52-4949

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

家庭児童相談 毎
週月・火・木曜日
8:30-17i00

福祉事務所
相談室

児童に関する悩みなど
(家庭児童相談員)

福祉事務所
盆041H内線225

教 育 相 談
毎週月～金曜日
8:30～ 17100

市教育委員
本

いじめ・不登校
悩みや心配など

学習・進路などの
(教育相談員 )

学校教育課
金04117

健康に関する

総 合 相 談
毎週金曜日
9:00～ 12100

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談       (医 師、総婦長等 )

市立病院総務課
な075H

心 と 体 の

障 害 相 談

4月 11日 lttl
13:30～ 16:00

福祉事務所
相談室

障害者 (児)やその家族の悩みなど
(社会福祉士 )

福祉事務所
a041H内 線223

心の健康相談
毎週金曜日

13:00-16:00
福祉事務所
相談室

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士 )

福祉事務所
金041H内線223

母 子 寡 婦
家 庭 相 談

毎週水曜日

13:00-16i00
福祉事務所
相談室

生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員兼母子相談員 )

福祉事務所
金04111内線223

補 聴 器 相 談
4月 17日は,・ 4月 25日困
10:00～ 12:00

福祉事務所
聴覚障害者用の補聴器について相談、

修理など      (指 定業者 )
福祉事務所

111 23

在 宅 介 護 相 談 (在宅介護支援センター)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護婦が応じます。
《と き》常時 (上 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護婦等が対応します)
《ところ・問合せ》筑後市立病院 (a⑭ 1439)、 芳樹園 (ao2511)、 クリーンパル19)う (a②0630)

(20)



」」」」」」」」」巫:亜::
『佐賀バスジヤツク事件の豊告一―

孤立する家族、ケ裏れた17歳』

☆開館時間 9iOO～ 17iOO
☆体館 日  211り 1)・ 911()1)。 1511(11)

1611(月 )・ 2311(月 )・ 291114ヒl・ 3011"付

☆中央公民館図書室 金付り53-2178
空Кl正)51-7200

租談に老応じます

代

魯

町澤静夫 著
著者は精神科医であり、少年

の母親から相談を受けていた。

この事件の経過を詳細にたどる

ことで、現代社会の病理を浮き

1影 りにする。

ア
メ
リ
カ

の
図
書
館

に
は
、
チ

ル
ド

レ
ン
と

ア
ダ

ル
ト

の
間

に
ヤ

ン
グ

・
ア
グ

ル
ト

（中

学

・
高
校
生
）
と

い
う
新
し

い
区
分
が
あ
り
ま

す
。
図
書
室

で
は
最
近
、
そ

の
ヤ

ン
グ

・
ア
ダ

ル
ト

の
利
用
が
増
え

て

い
ま
す
。
宿
題

や
リ
ポ

ー
ト
作
成

の
た
め
と

い
う

の
が
大
半

で
す
。
冬

の
あ

る
日
、
高
校
生

か
ら

「環
境

の
本
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
問
か
れ
、　
一
般
書
と
児
童
書

の

中

か
ら
環
境

に
関
す

る
本
を
手
渡

し
ま

し
た
。

ヤ

ン
グ

・
ア
ダ

ル
ト
な
ど

へ
の

「資
料
相
談
」

も
図
苦
室

の
大
切
な
仕
事

で
す
。
気
軽

に
相
談

し
て
く
だ
さ

い
。

★
お
知
ら
せ

昨
年

１０
月

か
ら
新

し

い

「利
川
者

カ
ー
ド
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し

い
カ
ー
ド
は
、

１
度
登
録
す
る
と
年
度
更
新

の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。
捨

て
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

『青い丘のメイゾン』

青しヽ通のメイゾン
ジキワクリーン・ウツドソン 著
全米ヤング・アグルト (中学・高校生)

部門のベスト・ブック。12歳 の黒人少女

メイゾンは、家を離れ、青い丘学園で寄

宿生活を始める。今までの自分とは違う
「別の自分」と出会うことになつたメイゾ

ンが語る、自分探しの物語。 (藤田)

ヽ
プ

)

新刊図書紹介コーナー

〈児童向き〉

帰つてきたおとうさんはウルトラマン  みやにしたつや

さるのゼフィール        ジャン・ド・ブリュノフ

ふくろうのそめものや           山ロマオ

脆安のルルーと系い童の積         キi洒卓危
ぢ乍.リーチ・芋警とたたかぅ      4攻:ヒロ皐

〈一般向き〉

続続伊束家の食卓嚢ワザ大全集 21世紀版  日本テレビ編集
この人のためならと思われる人の共通点     斎藤茂太
フィジー,サモア・トンガ2001～2002年版 地球の歩き方編集室

古民具の世界                安回路洋
アール・デコの世界 3 新版        中子真治
幽霊の径                  赤川次郎
沙中の回廊上・下             宮城谷昌光
オードリー2(NH礎続テレビ小説)     大石静
葉隠の名将鍋島直茂             童門冬二
お父さんほら、山が見えるよ         金山広美

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

消費生活相談
毎週月・水・金曜日
8:30～ 17:00 商工観光課

消費生活に関する苦情など
(消費生活相談員)

商工観光課
盗041H内線211

社会保険相談
4月 26日 閃
10:00-15:00 商

工会議所
社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員)

久留米社会保険事

務所  全⑬6191

行 政 相 談
4月 19日 lttl
10:00-12:00

サンコア
2階談話室

国、公団、公社等に対する苦情・意

見・要望など  (行政相談委員)
企画課
a041H内 線151

求 職 相 談
毎週火曜日
10:00～ 16100 商

工観光課
職業について。求人票は常時商工観

光課で公開    (職 業相談員)
商工観光課
a041H内 線212

労 働 相 談
毎週火・木曜日
8:30～ 17iOO 商

工観光課
給料不払い、雇用主との トラブルな

ど        (労 働相談員 )

商工観光課
盗041H内線211

無料法律相談
4月 19日 lttl
13:30～ 16i30

サンコア
1階和室

金銭、不動産、家庭問題など。予約

受付日4月 10日∞、定員 7人を超え
た場合は抽せん     (弁 護士 )

総務課 (予約も)
金041H内線131

レデ ィース

法 律 相 談
4月 20日 lttl
17:00～ 19:OO

サンコア
2階会議室

離婚、相続、セクハラなど。相談者は

女性のみ。要予約  (女性弁護士 )
勤労婦人センター

(予約も)ao2516

人 権 相 談
4月 11日 lttl
10:00-15:00

サンコア
2階談話室

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど

(人権擁護委員)
総務課
盆041H内線131

心配ごと相談
毎週木曜日
13:00～ 16i00

総合福祉セ

ンター
いろいろな心配ごと、悩みごとなど

(心配ごと相談員)
社会福祉協議会
盗⑫ 3969

ミ
ｋ
山

υ

『
醐
肥
Ｌ(日 程 は都 合 によ り変 更 され る場 合 が あ ります )
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臨
2月 の
人の動き

人 口
男

女

世帯数

47,398人
22,655人
24,743人
14,771戸

(-20人 )
(-16人 )
(-4人 )

(+3戸 )

暴
2月 の
交通事故

発生件数  40件 (

負傷者数  44人 (

死亡者数  0人 (

※( )内は今年の累計です

72イ牛)
80人 )
0人 )

鉾
2月 の
火災・救急

出火件数  0件 (

火災損害  0名判(
救急出動  122件 (

※( )内は今年の累計です

0件 )
Oノ il)

228イ牛)

ｉ
】

シ
リ
ー
ズ

。
い
ま
同
和
教
育
は

⑫

お
互
い
の
人
権
を
認
め
、
尊
重
し
合
う

‐
‐
２．
世
紀
は
”人
権
の
世
紀
“

今
回
は
、
昨
年

１２

月
６
日
に
公
布

・
施
行
さ
れ
た

『
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進

に
関

す
る
法
律
』

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

我

が
国

で
は
憲
法

で
、
す

べ
て
の
国
民

に
基

本
的
人
権

が
保
障

さ
れ

て

い
ま
す
。

こ
の
た
め

国

や
地
方
公
共

同
体

で
は
、
人
権

に
関
す

る
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
を
整
備

し
た

り
、
条
約
を
結
ん

だ
り
し

て
基
本
的
人
権
を
守

る
努
力
を

し

て
き

ま

し
た
。
し
か
し
、

い
ま
だ

に
社
会
的
身
分
、

門
地

（家
柄
）
、
人
種
、
信
条

、
性
別
な
ど

に

よ

る
不
当
な
差
別

や
人
権
侵
害

が
存
在

し

て

い

ま
す
。
さ
ら

に
、
国
際
化

、
情
報
化
、
高
齢
化

な
ど
社
会

の
変
化
と
と
も

に
、
新
た
な
問
題
も

み
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
て
き

て

い
ま
す
。

こ
ん

な
情
勢

の
中

、

『
人
権
教
育
及

び
人
権
啓
発

の

推
進

に
関
す
る
法
律
』
は
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

□
課
甫
　
謝
麟
計
　
□
日
型
　
墓
阿
↓
Ψ
８
型

「
∃
鈴
響
Ⅲ
・
　

ヤ棗
顆
粛
増
雫
⇒
漸
四
謎
和
　

引
¨
力
”
力
‐
力
め
∋

一
着
±
革
〓
祥
葉
К
卜

一
４
＞
■
Ｎ
二
一
ヽ

】
，
力
０
カ
』

輩
昔
　

遣
ガ
⊃
０
卜
や
‐
力
択
ド
ト

一
一
一　
　
れヨ

▲ 3月 16日 の羽犬塚中学校卒業式から

(本文とは関係ありません )

こ
の
法
律

で
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体

が
実

施
す

る
人
権
教
育

や
人
権
啓
発

は
、
学
校

。
家

庭

・
職
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
を

通
じ

て
、
国

民
が
人
権
尊
重

に
対
す

る
理
解
を
深
め
、

こ
れ

を
身

に

つ
け
る

こ
と
が

で
き

る
よ
う
多
く

の
機

会
を
提
供

し
、
国

民

の
自
主
性
を
尊
重

し
な

が

ら
効
果
的
な
方
法

で
実
施

し
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
と
な

っ
て

い
ま
す
。　
一
方

、
国
民
は
人
権
尊

重

の
精
神
を
培

い
、
人
権

が
尊
重

さ
れ

る
よ
う

な
社
会

の
実

現

に
貢
献
す

る
よ
う
努
め
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

２‐

世
紀
は

”
人
権

の
世
紀
“

と
言
わ
れ

て

い

ま
す

が
、
私
た
ち

一
人

ひ
と
り
が
教
育

・
啓
発

を
通
し

て
、
お
互

い
の
人
権
を
認
め
合

い
、
尊

重

し
合
え

る
よ
う

に
な

っ
て
初

め

て

”
人
権

の

世
紀
“
を
迎
え
た
と
言
え

る

の
で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。
そ
う

い

っ
た
意
味

で
も

『
人
権
教
育

及

び
人
権
啓
発

の
推
進

に
関
す

る
法
律
』

は
、

時
宜
を
得
た
法
律

で
す
。
私
た
ち

は

こ
の
趣
旨

に
基

づ
き
、
人
権

が
尊
重

さ
れ

る
社
会
を
め
ざ

し

て
努
力

し

て

い
か
な

け
れ
ば
な

り
ま

せ
ん
。

圃
第

８
回
ち

っ
ご

マ
ラ

ソ
ン
大
会

（
３

月

Ｈ

日
、
サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後
周
辺
）

Ｈ

市
内
関
係

の
み

【
５

ロ
キ

一

▼
中
学
生
男
子
３
位

Ｈ
山

口

哲

平

（赤
坂
）

▼
１６
～
‐８
歳

男
子
１
位

⑤⑫⑮

つ
こ

卜

や

‐
柳

や
‐
柳

０

や
力

　

詢
ヨ
当

う
す
一
て
〓
Ｏ
Ｄ

Ｓ
）
て
こ

と

〓
３

Ｄ

て
十
つ
う
う

チ

ヽ

一う

り
夢
が
衛

Ｈ
山
口
恭
平

⌒赤
坂
）

▼
１９
～
４９
歳
男
子
３
位
Ｈ
山

口
順

一
郎

（羽
犬
塚
）

【
１。

ロ
キ
〕

▼
１６
～
‐８
歳
男
子

２
位
Ｈ
徳
永
真
也

（富
重
）

圃
第
「
回
Ｓ
Ｖ
Ｃ
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

⌒２

月
５
日
～
３
月
５
日
、
羽
犬
塚
小
学
校
体
育
館
）

①
西
友
ク
ラ
ブ

（西
牟
田
）
②
Ｍ
Ａ
Ｘ

（西
牟
田
）

③

レ
イ
ア
ー
ス

（上
町
）

日
第
２４
回
筑
後
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
市
内
少

駒

年
剣
道
大
会

（３
月
Ｈ
日
、
羽
犬
塚
小
学
校
体
育
館
）

【団
体
】

▼
高
学
年
Ｈ
①
筑
後
北
Ａ
②
古
川
Ａ
③
水

洗
、
下
妻

▼
低
学
年
Ｈ
①
下
妻
Ａ
②
古
川
Ａ
③
羽
犬

塚
Ａ
、
松
原
Ａ

【個
人
】

▼
男
子
高
学
年
Ｈ
①
実
本

千
治

（尾
島
）

▼
男
子
低
学
年
Ｈ
①
長
野
純
侍

（富

安
）

▼
小
学
生
女
子
Ｈ
①
藤
丸
綾

（馬
間
田た
北
）

▼

中
学
生
＝
①
富
永
祐
二
郎

（久
保
）

『広
報
ち
く
ご
』

の
担
当
が
、
企
画
課
企
画
広
報
係

へ
変

わ
り
ま
し
た
。
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

課

の仝

固 定 資 産 税

第 1期

Itフ

絵 4月 のこよみ
日 曜 行 事

1 日 石人まつ り

5 木 農業委員会    (清 明)

6 金
小 ,中学校始業式◆自転

車安全利用市民大会

7 土
小学校入学式◆世界保健

ア
~

8 日 花まつ り

9 月 中学校入学式

10 火 女性週間 (～ 16日 )

14 土
クリーン作戦・花づくり

(重点 :水洗校区)

17 火
国民年金納付組合長会

(土用 )

18 水 発明の日

20 金 行政区長会総会  (穀雨)
23 月 民生委員会

29 祝 みどりの日

30 休 振替休日

(22)
・動・対。応」※散歩道 (P10)のこたえ ,右上から


